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建設ＤＸの最前線 ＡＮＤＰＡＤフロントランナーの取り組み ＡＮＤＰＡＤの最前線

広がるＡＮＤＰＡＤの活用領域

株
式
会
社
ア
ン
ド
パ

ド

代
表
取
締
役
　
稲
田
　

武
夫

アンドパッドの年と次の１年ビルディング領域で評価され始めたＡＮＤＰＡＤ

建設業界のＤＸを支えるリーダーカンパニーを目指して

（１） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２１年（令和３年）１２月１７日　（金曜日）

　建設現場の圧倒的
な生産性向上を実現
するため、建設ＤＸ
が加速している。３
次元技術を駆使した
都市のデジタルツイ
ン、ＢＩＭ、ＸＲ、
ＩｏＴなどのデジタ
ル技術の活用や、ド
ローン、木造建築、
ＢＩＭ人材の育成な
ど、建設業界の各分
野のＤＸをけん引す
るリーディングプレーヤーのスペシャルセッションを紹介する。各分野に
おける最新の取り組みを通じて、建設ＤＸの今後を展望する。

　ビルディング領域で
は、現場から生成する
デジタルデータのプラ
ットフォームとしてＡ
ＮＤＰＡＤを活用し、
建設ＤＸを実践する事
例が増えている。現場
経費のコストダウンや
業務時間短縮などの生
産性向上の実現にとど
まらず、現場のデータ
を活用して経営上の問
題点の改善まで踏み込
む〝経営ＤＸ〟への発展的な活用への期待も大きくなっている。ＡＮＤＰ
ＡＤのフロントランナー企業による最新事例を紹介する。

■２、３面 ■４、５面 ■６面

　図面、写真、工程表、
チャット、黒板など、
建築現場のＤＸに必要
なツールをオールイン
ワンで備えるＡＮＤＰ
ＡＤ。クラウド型デー
タ統合プラットフォー
ムとして進化するた
め、最新テクノロジー
を駆使してベーシック
機能とオプション機能
のブラッシュアップを
進めるとともに、外部
の専門特化型ツールとのデータ連携を本格化している。ビルディング分野
へと拡張するＡＮＤＰＡＤの最前線のプロダクトを紹介する。
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
稲
田
武
夫
代
表
取
締
役
︶
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
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﹂
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０
２
１
年
度
に

万
ユ

ザ

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２
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﹂
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催
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
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
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
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
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Ｎ
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介
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
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
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介
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なげたい」とメッセージを
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０
０
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
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
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
職
人
さ
ん
を
巻
き
込
ん
で

建
設
Ｄ
Ｘ
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
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
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
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
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
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
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
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

年
度
の
新
規
導
入
案
件
に
限
る
と

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
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
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
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
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
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
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

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
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
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
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
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
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
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
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に
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
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務
を
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ジ
タ
ラ
イ
ゼ

シ

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す
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で

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て
く
る
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
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に
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Ｘ
を
進
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る
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
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ジ
タ
ル
化
し
た
り

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
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
ボ

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Ｘ
が
進
む
よ
う
ユ

ザ

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
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
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
﹂
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
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設
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く
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
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取
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
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Ｄ
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
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
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
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



建設ＤＸの最前線

プログラミング技術でプロセスを最適化

製造・施工ＢＩＭの最前線とこれからコンピュテーショナルデザインと製造・施工をつなぐＢＩＭ
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
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
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Ｍ
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
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
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

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Ｍ
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
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﹂
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
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
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
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ジ
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
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た
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
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供
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す


　
当
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
ク
ト
は

曲
面
や
折
れ

曲
が
り
が
多
い
複
雑
な
形
状
を
操

作
す
る
た
め

主
に
﹁
Ｒ
ｈ
ｉ
ｎ

ｏ
ｃ
ｅ
ｒ
ｏ
ｓ
﹂
﹁
Ｇ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ

ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
﹂
﹁
３
Ｄ
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
﹂
を
使
い

プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
駆
使
し
て
モ
デ

リ
ン
グ
や
デ

タ
抽
出
を
自
動
で

行
い
ま
す
例
え
ば
１
０
０
種
類


１
０
０
０
種
類
の
異
な
る
形
状
が

あ

て
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
バ

ラ
図
を
自
動
作
成
す
る
な
ど
し
て

プ
ロ
セ
ス
の
最
適
化

省
力
化
を

実
現
し
ま
す


　
石
原
氏
　
具
体
例
と
し
て
﹁
と

こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
﹂
の
外

壁
に
採
用
さ
れ
た

ア
ル
ミ
エ
キ

ス
パ
ン
ド
メ
タ
ル
の
施
工
事
例
を

紹
介
し
ま
す

非
常
に
規
模
が
大

き
く

不
規
則
か
つ
複
雑
な
形
状

で
あ
り

従
来
手
法
で
図
面
な
ど

を
処
理
す
る
に
は
時
間
が
か
か
り

す
ぎ
る
た
め

デ
ジ
タ
ル
技
術
で

支
援
し
ま
し
た


　
工
事
範
囲
は

躯
体
側
の
鉄
骨

に
取
り
付
け
る
フ

ス
ナ


マ

リ
オ
ン

２
次
フ

ス
ナ


ア

ル
ミ
エ
キ
ス
パ
ン
ド
メ
タ
ル
の
装

着
で
す

ま
ず
は
形
状
を
把
握
す

る
た
め

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ

り

エ
キ
ス
パ
ン
ド
メ
タ
ル
や
マ

リ
オ
ン
一
つ
ひ
と
つ
に
ア
ル
フ


ベ

ト
と
数
字
で
名
前
を
付
与
し

ま
し
た

Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
で
位
置

が
す
ぐ
に
分
か
り

工
事
関
係
者

が
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
を
取
れ

る
よ
う
お
膳
立
て
し
ま
す


　
大
規
模
Ｂ
Ｉ
Ｍ
デ

タ
は

干

渉
を
チ


ク
す
る
と
き

デ


タ
が
重
す
ぎ
て
パ
ソ
コ
ン
が
ク
ラ


シ

す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す

そ
の
た
め

事
前
の
仕
込
み

が
重
要
で
す

例
え
ば
フ

ス
ナ


な
ど
大
量
に
使
う
部
材
の
数
量

を
抽
出
す
る
場
合
は

一
度
に
拾

い
出
せ
る
上
限
が
マ
リ
オ
ン
２
０

０
本
分
の
場
合

全
体
で
１
０
０

０
本
分
の
フ

ス
ナ

を
数
え
る

の
で
あ
れ
ば

２
０
０
本
ず
つ
５

ゾ

ン
に
分
け
れ
ば
算
出
で
き
ま

す

デ

タ
を
活
用
す
る
仕
組
み

づ
く
り
が
大
切
に
な
る
の
で
す


　
渡
辺
氏
　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
ま
だ
局
所

的
活
用
に
と
ど
ま
り

プ
ロ
ジ


ク
ト
全
体
の
足
並
み
が
そ
ろ
い
づ

ら
い
の
が
課
題
で
す

理
想
は
設

計
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
ゼ
ネ
コ
ン
が
引
き
継

ぎ

サ
ブ
コ
ン
か
ら
上
が

て
く

る
各
モ
デ
ル
を
統
合
し

確
認
す

る
こ
と
で
す

そ
し
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ
マ

ネ

ジ


が
情
報
管
理
し

プ

ロ
ジ

ク
ト
を
効
率
良
く
回
し
ま

す

施
主
サ
イ
ド
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
関

す
る
オ

ダ

を
し

か
り
出
す

こ
と
が
実
現
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
思
い
ま
す


　
国
土
交
通
省
は


Ｍ
ａ
ｐ
　
Ｔ
ｈ

ｅ
　
Ｎ
ｅ
ｗ
　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ

を
テ


マ
に
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
を
提
供
す
る

﹁
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
　
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｕ
﹂
︵
プ
ラ
ト

︶
を
２
０
２
０
年
度

に
開
始
し
ま
し
た

こ
れ
ま
で
に

都

市
の
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
を
整
備
し

政

策
や
民
間
サ

ビ
ス
に
活
用
し
た

件

の
ユ

ス
ケ

ス
を

年
度
に
公
表
し

て
い
ま
す

プ
ラ
ト

の
利
用
法
を
知


て
も
ら
い

課
題
の
ソ
リ


シ


ン
に
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す


　
プ
ラ
ト

は
３
つ
の
価
値
が
あ
る
と

考
え
ま
す

１
つ
目
は

自
治
体
が
保

有
し
て
い
る
既
存
デ

タ
を
活
用
し
た

新
た
な
ソ
リ


シ

ン
の
創
出
と
い

う
点
で
す

市
町
村
は
﹁
都
市
計
画
基

本
図
﹂
を
持

て
い
て

６
割
が
Ｇ
Ｉ

Ｓ
︵
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
︶
デ

タ
で

す

基
本
図
を
作
る
た
め
の
航
空
測
量

は
３
次
元
デ

タ
で
行
わ
れ

そ
れ
を

加
工
し
て
２
次
元
図
面
を
作

て
い
ま

す


　
こ
の
基
本
図
測
量
デ

タ
と


自
治
体
が
ま
ち
づ
く
り
や
政
策
立

案
の
た
め
に
作
成
す
る
都
市
計
画

基
礎
調
査
の
デ

タ
を
提
供
し
て

も
ら
い

国
交
省
が
統
合
し
て
３

Ｄ
都
市
モ
デ
ル
を
作
成
し
ま
し

た

都
市
計
画
基
礎
調
査
は

建

築
物
や
土
地
一
つ
ひ
と
つ
の
利
用

用
途

建
築
年

構
造

面
積
な
ど
の

デ

タ
を
集
め
た
も
の
で
す

基
本
図

と
航
空
測
量
か
ら
作
成
し
た
３
Ｄ
都
市

モ
デ
ル
に
基
礎
調
査
の
情
報
を
付
加
す

る
こ
と
で

建
物
１
件
１
件
が
固
有
の

情
報
を
持
つ
３
次
元
モ
デ
ル
が
で
き
ま

し
た


　
グ

グ
ル
ア

ス
の
３
次
元
地
図
の

よ
う
に
形
状
を
再
現
し
た
ジ
オ
メ
ト
リ

モ
デ
ル
と
異
な
る
の
は

モ
デ
ル
が

﹁
建
築
物
﹂
や
﹁
道
路
﹂
と
い

た
オ

ブ
ジ

ク
ト
定
義
を
持
つ
こ
と

さ
ら

に
は
住
居

商
業
施
設

駅
と
い

た

用
途
な
ど
の
属
性
情
報
を
持
つ
こ
と
で

す

こ
れ
ら
の
情
報
が
コ

ド
と
し
て

付
与
さ
れ
て
い
る
の
で

コ
ン
ピ



タ

が
認
識
可
能
で
す

例
え
ば
高
さ

に
ひ
も
付
け
た
ス
ク
リ
プ
ト
を
作
成
す

れ
ば

一
瞬
で
都
市
全
体
を
高
さ
に
応

じ
て
色
分
け
で
き

Ｃ
Ｆ
Ｄ
︵
数
値
流

体
力
学
︶
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
た
高
度

な
シ
ミ

レ

シ

ン
が
可
能
と
な
り

ま
す


　
２
つ
目
は

３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
の
整

備
と
ユ

ス
ケ

ス
開
発
の
並
走
に
よ

る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
す

公
共

セ
ク
タ

の
オ

プ
ン
デ

タ
に
は


せ

か
く
作
成
し
て
も
結
局
何
に
使
え

る
の
か
分
か
ら
な
い
デ

タ
も
あ
り
ま

す

プ
ラ
ト

は

多
く
の
人
に
利
用

い
た
だ
く
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
る

た
め

３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
の
開
発
と
ユ


ス
ケ

ス
の
開
発
を
同
時
並
行
で
進

め
ま
し
た

デ

タ
の
公
開
と
同
時
に

そ
の
使
い
方
を
見
せ
る
こ
と
で

企
業

や
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
使
い
方
を
知

て
も

ら
う
の
が
目
的
で
す

企
業
や
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
仲
間
を
増
や
し

技
術
や
ア
イ

デ
ア
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
か

ら
で
す


　
３
つ
目
と
し
て

オ

プ
ン
フ



マ

ト

オ

プ
ン
ソ

ス

ベ
ン
ダ


フ
リ

の
実
現
が
あ
り
ま
す

プ
ラ

ト

の
デ

タ
仕
様
や
関
連
す
る
ソ
フ

ト
ウ

ア
の
ス
ク
リ
プ
ト
を
公
開
す
る

と
と
も
に

デ

タ
自
体
も
ダ
ウ
ン
ロ


ド
し
て
自
由
に
活
用
で
き
る
オ

プ

ン
ラ
イ
セ
ン
ス
に
し

ユ

ザ

が
コ

ス
ト
を
掛
け
ず
に
使
え
る
環
境
を
整
え

ま
し
た


　
最
終
的
に
は

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５

・
０
や
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す

現
実
空
間
の
情
報
を

サ
イ
バ

上
の
空
間
に
再
現
し

未
来

予
想
や
現
実
の
オ
ペ
レ

シ

ン
を
３

次
元
デ

タ
を
介
し
て
行
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す

そ
の
た
め

都
市
計
画

基
本
図
な
ど
の
地
理
や
建
物
に
関
係
す

る
情
報
を

汎
用
性
の
あ
る
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ

Ｇ
Ｍ
Ｌ
規
格
で
統
一
し

相
互
流
通
性

を
確
保
し
た
い
と
思
い
ま
す

都
市
Ｏ

Ｓ

Ｇ
Ｉ
Ｓ

ゲ

ム
エ
ン
ジ
ン
な
ど

の
プ
ラ

ト
フ


ム
で
３
Ｄ
都
市
デ


タ
を
運
用
で
き
る
環
境
を
目
指
し
ま

す


　

年
度
に
作
成
し
た

件
の
ユ

ス

ケ

ス
の
う
ち

Ｘ
Ｒ
︵
あ
ら
ゆ
る
仮

想
空
間
技
術
︶
の
分
野
で
は

三
越
伊

勢
丹
が
﹁
バ

チ

ル
新
宿
﹂
を
開
発

し
て
い
ま
す

Ｅ
Ｃ
︵
電
子
商
取
引
︶

と
連
動
す
る
バ

チ

ル
店
舗
で
買
い

物
し
た
り

コ
ン
テ
ン
ツ
を
見
た
り
す

る
体
験
型
プ
ラ

ト
フ


ム
で
す


コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
外
出
が
し
に
く
い
状

況
で
求
め
ら
れ
る
の
は

サ
イ
バ

空

間
で
も
現
実
世
界
の
よ
う
な
ス
ト

リ


性
の
あ
る
買
い
物
体
験
だ
と
思
い
ま

す


　
ゲ

ミ
フ

ケ

シ

ン
を
活
用
し

た
事
例
で
は

銀
座
を
舞
台
に
プ
レ
イ

ヤ

が
競
争
す
る
ゲ

ム
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
と
開
発
し
ま
し
た

ゲ

ム
に
勝

つ
に
は
コ
イ
ン
を
集
め
て
ア
イ
テ
ム
を

買
う
必
要
が
あ
り
ま
す

コ
イ
ン
は
銀

座
の
町
中
で
看
板
を
読
ん
だ
り
問
題
に

回
答
し
た
り
し
て
取
得
し
ま
す

銀
座

の
歴
史
な
ど
を
学
べ
る
た
め

地
域
の

魅
力
を
知
る
き

か
け
と
な
り
ま
す


ゲ

ミ
フ

ケ

シ

ン
に
よ
る
地
域

活
性
化
ソ
リ


シ

ン
で
す


　
防
災
の
分
野
で
は

ハ
ザ

ド
マ


プ
を
３
次
元
化
し
て
浸
水
リ
ス
ク
を
分

か
り
や
す
く
ビ
ジ

ア
ラ
イ
ズ
す
る
と

い

た
取
り
組
み
に
加
え

発
展
的
な

活
用
と
し
て

エ
リ
ア
単
位
の
浸
水
リ

ス
ク
を
解
析
し

防
災
政
策
に
役
立
て

る
と
い

た
使
い
方
も
あ
り
ま
す

木

造
住
宅
や
旧
耐
震
構
造
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
要
素
の
パ
ラ
メ

タ

で
リ
ス
ク
分

析
し

浸
水
の
深
さ
な
ど
を
想
定
し
た

上
で
防
災
計
画
や
避
難
経
路
を
検
討
で

き
ま
す


　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
と
の
連
携
で
は

森
ビ
ル
と

共
同
で
取
り
組
ん
だ
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
ビ

ジ
ネ
ス
タ
ワ

の
事
例
が
あ
り
ま
す


Ｂ
Ｉ
Ｍ
と
プ
ラ
ト

を
統
合
し

火
災

時
に
各
フ
ロ
ア
の
ワ

カ

が
ど
う
避

難
す
る
か
を
分
析
し
ま
し
た

建
物
か

ら
出
た
後

避
難
場
所
の
日
比
谷
公
園

ま
で
屋
内
外
が
連
動
し
た
シ

ム
レ
ス

な
シ
ミ

レ

シ

ン
も
行
い
ま
し

た


　
今
後
の
展
開
で
は

引
き
続
き
ユ


ス
ケ

ス
の
拡
充
を
支
援
し

オ

プ

ン
デ

タ
化
に
よ
る
ス
マ

ト
シ
テ



の
社
会
実
装
な
ど
に
つ
な
げ
た
い
と

思
い
ま
す

ま
た

３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル

が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
よ
う
支
援
し

カ

バ
レ

ジ
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す


Ａ
Ｉ
︵
人
工
知
能
︶
な
ど
を
活
用
し
た

モ
デ
リ
ン
グ
の
自
動
化
技
術
の
開
発
も

行
い

自
治
体
の
デ

タ
整
備
の
効
率

化
・
高
度
化
も
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す


　
安
達
氏
　
木
質
構
造
部
材
の
研
究
・
設

計
・
製
造
・
販
売
を
手
掛
け
る
シ

ル
タ


は


新
し
い
木
造
建
築

の
提
案
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す

耐
火
性
能
を
持
つ

柱
や
梁
な
ど
の
構
造
体
や
内
外
装
に
木
材

が
使
わ
れ
る
ケ

ス
が
増
え

デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
提
案
を
展
開
し

て
い
ま
す


　
構
造
体
の
活
用
で
は

当
社
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ

ト
と
同
等
の
耐
火
性
能
を
持
つ

木
質
耐
火
部
材﹁
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
　
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
﹂

を
開
発
し

現
時
点
に
お
い
て

日
本
で

一
番
高
い
純
木
造
ビ
ル
と
し
て
仙
台
市
に

完
成
し
た
７
階
建
て
の﹁

惣
木
工
ビ
ル
﹂

に
導
入
さ
れ
ま
し
た

コ
ン
ク
リ

ト
と

異
な
り

木
材
は
乾
か
す
必
要
が
な
い
た

め

施
工
ス
ピ

ド
が
速
い
の
が
特
徴
で

す

実
質
１
カ
月
半
で
７
階
建
て
の
構
造

部
材
の
建
て
方
が
完
了
し
ま
し
た


　
内
外
装
の
利
用
で
は

３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ

デ

タ
を
読
み
込
み

木
材
を
自
由
に
削

り
出
す
Ｃ
Ｎ
Ｃ
︵
数
値
制
御
装
置
︶
加
工

機
の
導
入
に
よ
り

従
来
の
モ
ジ


ル

か
ら
開
放
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
提

案
を
可
能
に
し
ま
し
た

例
え
ば
内
外
装

に
貼
り
付
け
る
板
材
は

縦
横
正
確
に
幅

と
長
さ
が
決
ま

て
い
ま
す
が

そ
れ
を

木
層
の
巨
大
な
曲
線
の
庇
に
簡
単
に
貼
り

合
わ
せ
る
た
め

板
材
が
外
側
に
い
く
ほ

ど
徐
々
に
広
が
る
よ
う
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
で

１
枚
１
枚
設
計
し

部
材
を
加
工
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た


　
こ
う
い

た
提
案
を
可
能
に
し
て
い
る

の
が

３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
や
３
次
元
モ
デ
ラ


と
い
う
加
工
技
術
で
あ
り

大
事
な
の

が
オ
ペ
レ

タ

の
テ
ク
ニ

ク
で
す


鉄
や
コ
ン
ク
リ

ト
と
の
違
い
は
そ
こ
に

あ
り

や
は
り
木
を
知

て
い
る
人
で
な

け
れ
ば
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん


　
当
社
は

こ
う
し
た
木
材
の
多
様
性
や

新
た
な
使
い
方
を
知

て
ほ
し
い
と
考

え

技
術
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た

燃

え
な
い
木
造
ビ
ル
を
建
て
た
り

木
の
加

工
性
の
良
さ
を
生
か
し
た

新
た
な
デ
ザ

イ
ン
の
創
出
を
提
案
し
て
い
ま
す

そ
し

て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
含
め
た
サ
ス
テ

ナ
ブ

ル
な
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
も
キ

ワ


ド
に
な
り
ま
す


　
長
谷
川
氏
　
社
会
の
多
様
性
が
段
々
当

た
り
前
に
な
る
中

木
造
建
築
の
世
界
も

多
様
化
し
て
き
ま
し
た

そ
の
中
で
木
造

業
界
に
は
大
き
な
伸
び
し
ろ
が
あ
り

イ

ノ
ベ

シ

ン
の
宝
庫
だ
と
考
え
ま
す


　
当
社
カ
ス
タ
ム
ホ

ム
ズ
部
門
が
施
工

し
た
日
刊
木
材
新
聞
社
新
社
屋
の
新
築
工

事
は

先
進
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
た

建
築

が
コ
ン
セ
プ
ト
で
し
た


木
製

カ

テ
ン
ウ


ル

と
呼
ば
れ
た
木
製

枡
格
子
の
加
工
で
は

１
年
の
日
射
を
シ

ミ

レ

シ

ン
し

遮
蔽
効
果
を
分
析

し
て
最
適
な
角
度
や
ピ

チ
を
選
択
す
る

な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
ま
し
た


欄
間
は
Ｇ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
︵
グ

ラ
ス
ホ

パ

︶
で
パ
ラ
メ
ト
リ

ク
設

計
し

Ｃ
Ｎ
Ｃ
加
工
で
デ
ザ
イ
ン
性
の
高

い
意
匠
パ
ネ
ル
を
削
り
出
す
と
い
う

デ

ジ
タ
ル
木
造
の
真
骨
頂
と
い
う
べ
き
加
工

を
行

て
い
ま
す


　
大
梁
に
貼
り
付
け
た
木
の
葉
型
の
柄
材

に
は
Ａ
Ｒ
技
術
を
使

た
加
工
と
施
工
を

試
み
ま
し
た

加
工
で
は
ヘ

ド
マ
ウ
ン

ト
デ

ス
プ
レ

を
装
着
し

デ

ス
プ

レ

に
映
る
形
状
を
ガ
イ
ド
に
す
る
こ
と

で
ミ
ス
を
減
ら
し
ま
す

施
工
で
は
墨
付

け
に
試
験
的
に
活
用
し

高
精
度
の
３
次

元
モ
デ
ル
を
現
場
に
重
ね
て
作
業
し
ま
す

が

ナ
ビ
ゲ

シ

ン
機
能
と
し
て
は
十

分
機
能
し
て
い
ま
し
た

こ
う
し
た
技
術

が
進
化
す
る
こ
と
で

多
様
化
す
る
木
造

建
築
に
ど
ん
ど
ん
デ
ジ
タ
ル
が
融
合
し


品
質
の
良
い
も
の
が
高
い
生
産
効
率
で
作

れ
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す


　
ま
た

当
社
が
参
加
し
て
い
る
ア
ン
ド

パ

ド
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
取
り
組

ん
だ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
︵
施
工
予
定
技
術
者
事
前
協

議
︶の
中
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
デ

タ
を
共
有
し
て

プ
ロ
ジ

ク
ト
を
円
滑
に
進
め
ま
し
た


こ
の
取
り
組
み
は

中
大
規
模
木
造
建
築

の
生
産
性
や
品
質
の
向
上
に
不
可
欠
な
も

の
に
な
る
と
思
い
ま
す

さ
ら
に

林
業

事
業
者

森
林
保
有
者
が
参
画
す
る

木

造
版
Ｅ
Ｃ
Ｉ

に
よ
り
Ｗ
Ｉ
Ｎ
｜
Ｗ
Ｉ
Ｎ

｜
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
を
構
築
し
た
木
造
建
築

を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す


　
安
達
氏
　
Ｅ
Ｃ
Ｉ
に
木
の
専
門
家
が
入

る
こ
と
で
建
築
と
の
よ
り
良
い
接
点
が
生

ま
れ
る
と
思
い
ま
す

木
造
Ｅ
Ｃ
Ｉ
の
今

後
の
展
開
に
も
期
待
し
て
い
ま
す


　
池
田
氏
　
社
会
全
体
が
情
報
を
軸
に
大

き
く
変
化
す
る
中

建
築
学
が
扱
う
情
報

技
術
も
時
代
に
追
い
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え

２
０
２
０
年

月
に
建
築

情
報
学
会
を
発
足
し
ま
し
た

学
術

育

成

交
流
の
３
委
員
会
で
活
動
を
本
格
化

し
て
い
ま
す


　
石
津
氏
　
Ａ
Ｅ
Ｃ
︵
建
築

エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
建
設
︶の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

が


建
設
業
の
ワ

ク
フ
ロ

を
劇
的
に
変
え

て
い
ま
す

自
分
た
ち
の
業
務
を
よ
り
良

い
方
向
に
変
え
る
た
め
育
成
委
員
会
は


人
材
育
成
を
通
じ
て
議
論
を
深
め
る
オ


プ
ン
コ
ミ

ニ
テ


の
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
し
た


　
参
考
に
し
た
の
が

﹁
Ａ
Ｅ
Ｃ
　
Ｔ
ｅ

ｃ
ｈ
﹂
と
い
う
海
外
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
イ
ベ

ン
ト
で
す

企
業
も
開
発
や
取
り
組
み
の

経
緯
な
ど
を
発
表
し

参
加
者
と
ワ

ク

シ


プ
を
行
い
ま
す

背
景
に
は
技
術

開
発
の
速
度
が
非
常
に
速
い
こ
と
が
あ

り

開
発
の
ネ

ク
に
な

て
い
る
部
分

を
専
門
家
同
士
で
シ

ア
し

解
決
策
を

議
論
す
る
こ
と
に
価
値
を
感
じ
る
人
が
増

え
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す


　
池
田
氏
　
大
所
高
所
の
議
論
よ
り


﹁
こ
れ
を
や
る
と
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る

よ
﹂
と
い
う
テ
ク
ニ

ク
の
エ
ク
ス
チ


ン
ジ
が
コ
ミ

ニ
テ


を
育
成
す
る
力

に
な
り
ま
す
ね


　
石
津
氏
　
例
え
ば
ゲ

ム
エ
ン
ジ
ン
を

使

た
事
例
を
ネ

ト
で
調
べ
れ
ば
た
く

さ
ん
出
て
き
ま
す
が

Ａ
Ｅ
Ｃ
に
適
用
す

る
と

あ
ま
り
に
も
リ
ソ

ス
が
少
な
い

の
が
実
情
で
す

ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ


の
結
果
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
と
思

い
ま
す

し
か
し

自
分
が
失
敗
し
た
こ

と
や
改
善
で
き
た
部
分
を
シ

ア
し

次

に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
メ
ン
タ
リ
テ



の
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
す
ご
く
多
い
と
思
い
ま

す

そ
の
た
め
育
成
委
員
会
で
は

オ
ン

ラ
イ
ン
ワ

ク
シ


プ
を
開
く
こ
と
に

し
ま
し
た


　
６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

委
員
会
の

メ
ン
バ

が
毎
回
講
師
を
入
れ
替
わ
り


３
Ｄ
モ
デ
リ
ン
グ
シ
ミ

レ

シ

ン


ビ
ジ

ア
ラ
イ
ゼ

シ

ン

デ

タ
ビ

ジ

ア
ラ
イ
ゼ

シ

ン
な
ど
設
計
業
務

で
扱
う
技
術
に
つ
い
て
６
回
の
オ
ン
ラ
イ

ン
ワ

ク
シ


プ
を
開
き
ま
し
た

各

専
門
家
が
開
拓
し
て
き
た
情
報
技
術
の
深

い

沼

の
入
り
口
ま
で
連
れ
て
行

て

も
ら
い

参
加
者
か
ら
は
﹁
そ
う
い
う
分

野
を
知

て
良
か

た
﹂
﹁
さ
ま
ざ
ま
な

気
づ
き
が
あ

た
﹂
と
い
う
声
を
も
ら
い

ま
し
た


　
池
田
氏
　
通
常
の
建
築
教
育
を
超
え
た

内
容
で
し
た
が

建
築
情
報
学
会
が
目
指

す
﹁
建
築
と
他
の
分
野
を
つ
な
ぐ
人
材
﹂

に
必
要
な
レ
ベ
ル
を
示
し
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す

続
い
て
石
澤
さ
ん
に
は

建

築
情
報
を
扱
う
人
材
が
働
く
場
面
や
学
術

的
研
究
に
つ
い
て
話
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す


　
石
澤
氏
　
最
近

建
築
が
外
の
デ

タ

と
触
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
て

例
え
ば

生
体
デ

タ

Ｉ
ｏ
Ｔ
デ

タ

統
計
デ


タ
な
ど
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す

イ
ン

バ
ウ
ン
ド
が
あ
る
の
な
ら

ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
も
考
え
る
こ
と
が
で
き

わ
れ
わ
れ

が
作

た
デ

タ
を
交
通

不
動
産

ゲ


ム
な
ど

利
用
で
き
そ
う
な
分
野
に
流

通
さ
せ

価
値
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
る
で
し

う


　
建
築
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ
で
必
要
な
範
囲
を
細
か

く
デ

タ
化
し
て
い
き
ま
す
が

非
常
に

重
く

建
築
以
外
の
シ
ス
テ
ム
の
デ

タ

ベ

ス
に
使
お
う
と
し
て
も
簡
単
に
は
く


つ
き
ま
せ
ん

建
設
業
が
価
値
を
提
供

す
る
に
は

こ
の
部
分
を
掘
り
起
こ
す
こ

と
が
キ

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま

す


　
ま
た

今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
Ｂ

Ｉ
Ｍ
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
参
画
す
る
人
の
業

務
や
能
力
を
把
握
す
る
た
め

ソ
フ
ト
の

操
作
記
録
︵
ロ
グ
︶
の
解
析
に
つ
い
て
研

究
を
し
て
い
ま
す

Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
設
計
者


オ
ペ
レ

タ


上
級
者

初
心
者
な
ど

多
様
な
人
が
参
加
し
ま
す
が

ロ
グ
を
取

り
出
し
て
機
械
学
習
で
分
析
し
て
み
る

と

職
種
や
職
能
を
問
わ
ず
﹁
モ
デ
リ
ン

グ
の
中
心
を
担
う
人
﹂
﹁
デ

タ
の
重
合

せ
や
連
携
を
担
う
人
﹂
﹁
製
図
系
﹂
﹁
モ

デ
ル
チ


カ

﹂
な
ど
に
大
別
で
き
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た


　
特
に
大
規
模
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
重
要
な

の
は

こ
れ
ら
の
人
材
の
バ
ラ
ン
ス
と
協

業
関
係
で
す

設
計
者
と
オ
ペ
レ

タ


の
作
業
分
担
の
研
究
も
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て

い
な
い
た
め

ロ
グ
解
析
を
用
い
て

理

想
的
な
協
業
に
欠
か
せ
な
い
要
素
を
見
い

だ
し
た
い
と
思
い
ま
す


　
池
田
氏
　
２
人
の
話
を
つ
な
ぐ
と

建

築
情
報
人
材
に
ス
キ
ル
や
知
識
は
必
要
で

す
が

何
よ
り
モ
チ
ベ

シ

ン
を
高
め

る
仕
組
み
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た

学

会
が
情
報
人
材
の
働
き
方
改
革
に
貢
献
す

る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す


（２）（第三種郵便物認可） 第２部２０２１年（令和３年）１２月１７日　（金曜日）



現場ＸＲ活用の最前線とこれから図面／ＢＩＭを現場でオーバーレイすることで実現できる価値
イ
ン
フ

マ
テ

ク
ス建設工事全体の最適化推進

事業開発部長
執行役員　　

池田　昌隆氏

ビルディング・カンファレンス総括家入氏が展望する、年以降の建設ＤＸ

建
設
Ｉ
Ｔ
ワ

ル
ド

建設ＤＸで生産性２－３倍の実現へ

建設ＩＴ　　　
ジャーナリスト

家入　龍太氏

ＭＥＰ設計の最前線とこれから実空間とつながる、デジタルツインによる維持管理アプローチ

Ａ
ｒ
ｕ
ｐ

リアルタイムデータと連動

シニア環境設備
エンジニア　　

向井　一将氏

建設ドローンの最前線とこれから狭くて暗い場所で活躍する、屋内専用ドローン

Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｅ

狭小空間のデジタル化推進

代表取締役

閔　弘圭氏

空調設備設計製造の最前線とこれからＢＩＭ起点で達成する、設計と製造の一元化

フ
カ
ガ
ワ

Ｒｅｖｉｔ　ＭＥＰのアドインを開発

執行役員　　　
東日本営業部長

前村　秀明氏

設備ＢＩＭの最前線とこれから製造、施工で真価を発揮する設備ＢＩＭの可能性

Ｎ
Ｙ
Ｋ
シ
ス
テ
ム
ズ

施工管理アプリとの連携も強化

取締役　　
開発部部長

小倉　哲哉氏

　
イ
ン
フ

マ
テ

ク
ス
は
１
９

８
１
年
に
エ
イ
・
ア

ル
シ

・

ヤ
マ
ギ
ワ
と
し
て

建
設
業
向
け

Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
販
売
会
社
と

し
て
創
業
し
ま
し
た

Ｃ
Ａ
Ｄ
シ

ス
テ
ム
の
開
発
・
販
売
か
ら
始
ま

り

後
に
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を

主
力
事
業
と
し
て
加
え
て
お
り
ま

す

２
０
１
８
年
か
ら
は
Ａ
Ｒ


Ｍ
Ｒ

Ｖ
Ｒ
と
い

た
Ｘ
Ｒ
領
域

に
も
進
出
し
た
ほ
か

Ａ
Ｉ
な
ど

の
最
新
技
術
の
開
発
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す


　
当
社
の
Ｇ
ｙ
ｒ
ｏ
Ｅ
ｙ
ｅ
︵
ジ


イ
ロ
ア
イ
︶
は

ユ

ザ

が

ご
自
身
で
Ｃ
Ａ
Ｄ
図
面
や
３
次
元

モ
デ
ル
デ

タ
を
Ａ
Ｒ
／
Ｍ
Ｒ
用

に
デ

タ
変
換
し

建
設
現
場
に

実
寸
大
で
表
示
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す

発
注
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
に
加

え

工
事
関
係
者
間
の
合
意
形
成

や

出
来
形
管
理

点
検
検
査
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す


　
Ｘ
Ｒ
は

土
木
で
言
え
ば
土
工

事
や
杭
工
事

ト
ン
ネ
ル
な
ど
イ

ン
フ
ラ
の
点
検
検
査
の
ほ
か

建

築
で
は
設
備
関
連
の
施
工
業
務
に

お
い
て
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
事

例
を
数
多
く
聞
い
て
お
り
ま
す


　
Ｇ
ｙ
ｒ
ｏ
Ｅ
ｙ
ｅ
の
ユ

ザ


は
現
在
１
３
０
社
を
超
え
て
お

り

建
設
業
を
始
め

各
産
業
分

野
で
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す


　
ア

プ
ル
製
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
や

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
に
対
応
し
た
Ｇ
ｙ
ｒ
ｏ

Ｅ
ｙ
ｅ

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
製
Ｍ

Ｒ
デ
バ
イ
ス
の
Ｈ
ｏ
ｌ
ｏ
Ｌ
ｅ
ｎ

ｓ
や
ヘ
ル
メ

ト
一
体
型
デ
バ
イ

ス
の
Ｔ
ｒ
ｉ
ｍ
ｂ
ｌ
ｅ
Ｘ
Ｒ

に

対
応
し
た
Ｇ
ｙ
ｒ
ｏ
Ｅ
ｙ
ｅ
Ｈ
ｏ

ｌ
ｏ
︵
ジ

イ
ロ
ア
イ
　
ホ
ロ
︶

は

設
計
・
施
工
・
維
持
管
理
を

サ
ポ

ト
し
ま
す


　
手
順
書
な
ど
を
手
元
に
表
示
さ

せ
な
が
ら
作
業
を
進
め
る
こ
と
も

で
き
る
ほ
か

点
検
や
フ

シ
リ

テ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
文

字
デ

タ
を
合
わ
せ
て
表
示
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
し

Ｐ
Ｃ
か
ら

Ｐ
Ｄ
Ｆ
や
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
送

付
す
る
こ
と
で

教
育
研
修
や
手

順
書
の
確
認
も
で
き
ま
す


　
併
せ
て
Ｘ
Ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
野
帳
と
い

う
製
品
も
紹
介
い
た
し
ま
す

こ

れ
は
Ｈ
ｏ
ｌ
ｏ
Ｌ
ｅ
ｎ
ｓ
や
Ｘ
Ｒ


と
ウ

ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
を
連
携

し
変
状
調
査
や
帳
票
連
携
遠
隔

臨
場
に
特
化
し
た
ソ
フ
ト
で
す


遠
隔
臨
場
で
映
像
と
図
面
上
の
場

所
を
シ
ン
ク
ロ
さ
せ
る
ほ
か

デ

ジ
タ
ル
メ
ジ


な
ど
の
ツ

ル

を
使

て
計
測
し
た
結
果
を
帳
票

へ
直
に
反
映
さ
せ
る
機
能
に
よ

り

現
場
と
事
務
所
双
方
の
負
担

を
軽
減
し
ま
す

国
土
交
通
省
の

官
民
研
究
開
発
投
資
拡
大
プ
ロ
グ

ラ
ム
︵
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
︶
に
お
い
て

実
証
し

遠
隔
臨
場
の
成
果
を
上

げ
た
こ
と
で
製
品
化
し
ま
し
た


　
今
後
の
建
設
業
界
で
は

Ｘ
Ｒ

の
活
用
が
飛
躍
的
に
進
む
と
期
待

し
て
い
ま
す

現
場
へ
浸
透
さ
せ

て
い
く
に
は

Ｘ
Ｒ
に
対
す
る
意

識
の
向
上
や
組
織
体
制
の
構
築


さ
ら
に
は
協
力
会
社
を
含
め
た
工

事
関
係
者
の
協
力
が
必
須
に
な
る

と
い
え
ま
す

そ
の
た
め
に
も
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
や
Ｈ
ｏ
ｌ
ｏ
Ｌ
ｅ
ｎ
ｓ
の

性
能
向
上
に
加
え

よ
り
廉
価
に

提
供
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す

当
社
も
ア
ン
ド
パ

ド
様
を

始
め

建
設
業
向
け
ソ
フ
ト
メ


カ

様
と
協
業
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
で
建
設
工
事
全
体
の
最
適
化

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す


　
建
設
業
が
コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
を

克
服
し

建
設
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
の

に
有
効
な
セ

シ

ン
が
数
多
く

開
催
さ
れ
ま
し
た


　
ま
ず
ア
フ
タ

コ
ロ
ナ
の
課
題

と
し
て

日
本
の
人
口
減
少
が
あ

げ
ら
れ
ま
す

１
９
５
０
年
代
か

ら
２
１
１
０
年
ま
で
の
人
口
予
測

を
時
間
軸
で
見
る
と


｜

歳

の
生
産
年
齢
人
口
は

１
９
９
０

年
代
か
ら

世
紀
ま
で
右
肩
下
が

り
に
減
り
続
け
ま
す

こ
の
傾
向

は
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
て

こ
の
中
で
建
設
業
は
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
性
に
迫

ら
れ
て
い
ま
す


　
労
働
生
産
性
の
定
義
は

﹁
労

働
に
よ
る
出
来
高
﹂
を
﹁
労
働
時

間
﹂
×
﹁
人
員
﹂
で
割

た
も
の

で
す

そ
の
た
め

労
働
生
産
性

を
高
め
る
に
は

そ
の
分
母
に
当

た
る
労
働
時
間
と
人
員
を
下
げ
る

こ
と
が
最
も
基
本
的
な
取
り
組
み

に
な
り
ま
す

労
働
時
間
を
下
げ

る
に
は
徹
底
的
に
ム
ダ
を
な
く
す

こ
と
が
必
要
で
す

そ
し
て

Ｉ

Ｔ
デ
バ
イ
ス
で
人
間
が
超
人
化


し
て
ス
ピ

ド
ア

プ
を
図
る
方

法
も
あ
り
ま
す


　
生
産
性
向
上
を
実
現
す
る
上
で

特
効
薬
と
な
る
の
が

﹁
移
動
の

ム
ダ
を
省
く
﹂
こ
と
で
す

今
は

現
場
に
通

て
仕
事
を
す
る
の
が

普
通
で
す
が

移
動
時
間
は
生
産

性
に
直
結
し
ま
せ
ん

あ
る
調
査

に
よ
る
と

８
時
間
の
労
働
時
間

の
う
ち

現
場
所
長
が
１
日
の
時

間
で
働
け
て
い
る
の
は
正
味
４
｜

５
時
間
で

残
り
の
３
｜
５
時
間

は
移
動
し
て
い
る
時
間
に
な
る
そ

う
で
す

現
場
に
熱
心
に
通
う
の

が
こ
れ
ま
で
の
評
価
だ

た
と
思

い
ま
す
が

こ
れ
か
ら
は
﹁
移
動

の
ム
ダ
﹂
を
な
く
す
こ
と
が
課
題

に
な
る
と
思
い
ま
す

こ
れ
は
Ａ

Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
が
非
常
に
得
意
と
す

る
分
野
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す


　
も
う
１
つ
の
﹁
Ｉ
Ｔ
デ
バ
イ
ス

で
超
人
化
﹂
の
テ

マ
で
は

イ

ン
フ

マ
テ

ク
ス
の
Ｇ
ｙ
ｒ
ｏ

Ｅ
ｙ
ｅ
　
Ｈ
ｏ
ｌ
ｏ
︵
ジ

イ
ロ

ア
イ
　
ホ
ロ
︶
が
当
て
は
ま
る
と

思
い
ま
す

こ
れ
ま
で
の
検
査
で

は

図
面
ど
お
り
で
き
て
い
る
か

を
点
と
線
で
つ
な
い
で
確
か
め
て

い
ま
し
た
が

ホ
ロ
レ
ン
ズ
を
着

用
し

現
場
と
３
次
元
モ
デ
ル
を

重
ね
て
見
る
こ
と
で
一
度
に
確
認

し

セ
ン
チ
単
位
の
精
度
で
墨
出

し
や
出
来
形
管
理
を
効
率
化
し
ま

す


　
ま
た
紙
情
報
を
電
子
化
す
る

﹁
デ
ジ
タ
イ
ゼ

シ

ン
﹂
と


デ
ジ
タ
ル
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
変
革
す

る
﹁
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ

シ

ン
﹂

を
両
輪
で
回
す
こ
と
が
建
設
Ｄ
Ｘ

の
近
道
に
な
り
ま
す

そ
れ
に
は

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
の
よ
う
な
ク
ラ
ウ

ド
上
で
業
務
を
す
る
シ
ス
テ
ム
の

導
入
が

特
効
薬
に
な
る
と
思
い

ま
す

丸
電
工
業
が

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｄ
黒
板
の
写
真
整
理
機
能
を
活

用
し
て

報
告
書
の
作
成
時
間
を

８
時
間
か
ら
１
時
間
に
削
減
し
た

驚
異
的
な
成
功
事
例
が
あ
り
ま

す


　
建
設
Ｄ
Ｘ
に
思
い
切

て
取
り

組
む
こ
と
で

ワ

ク
フ
ロ

を

ゼ
ロ
か
ら
見
直
す
と
と
も
に
Ａ
Ｉ

や
ロ
ボ

ト
を
入
れ
な
が
ら

生

産
性
２
｜
３
倍
ぐ
ら
い
を
目
標
に

進
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
思

い
ま
す


　
Ａ
ｒ
ｕ
ｐ
︵
ア
ラ

プ
︶
は
英

国
を
発
祥
と
し

世
界

カ
国
に


オ
フ

ス
を
置
く
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ル
テ

ン
グ
企

業
で
す

日
本
で
は

構
造
や
環

境
設
備
設
計
を
始
め

ラ
イ
テ


ン
グ
デ
ザ
イ
ン

フ

サ

ド


鉄
道
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

洋
上

風
力
基
礎
設
計
な
ど
の
サ

ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す

最
近
で
は

﹁
松
原
市
民
松
原
図
書
館
﹂
﹁
サ

ン
ス
タ

コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン

パ

ク
﹂
﹁
マ
ル
ホ
ン
ま
き
あ


と
テ
ラ
ス
︵
石
巻
市
複
合
文
化
施

設
︶
﹂
な
ど

建
築
家
と
の
協
働

も
含
め
幅
広
い
プ
ロ
ジ

ク
ト
に

携
わ

て
い
ま
す


　
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
新
し
い
デ

ジ
タ
ル
技
術
が
続
々
と
登
場
す
る

中

当
社
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ


タ
と
連
携
し
た
イ
ン
タ
ラ
ク
テ


ブ
な
設
備
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す


　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
と
連
携
し
た
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ

ト
フ


ム
﹁
Ｎ
ｅ
ｕ
ｒ

ｏ
ｎ
︵
ニ


ロ
ン
︶
﹂
は

通

常
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
使
用
す
る
設
計
や
施

工
で
は
な
く

施
設
の
運
用
段
階

の
た
め
に
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
で

す

目
指
し
た
の
は

さ
ま
ざ
ま

な
設
備
機
器
が
取
り
込
む
デ

タ

同
士
が
つ
な
が
り

外
部
機
能
と

も
連
携
す
る
ク
ラ
ウ
ド
型
デ
ジ
タ

ル
プ
ラ

ト
フ


ム
で
す


　
メ
イ
ン
機
能
と
な
る
施
設
管
理

に
加
え
エ
ネ
ル
ギ

の
最
適
化


デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン

Ａ
Ｉ
を
用
い

た
画
像
解
析
な
ど
多
様
な
機
能
を

備
え
ま
す

ダ

シ

ボ

ド
に

Ｂ
Ｉ
Ｍ
や
監
視
カ
メ
ラ
の
画
面
な

ど
の
デ

タ
や
グ
ラ
フ
を
表
示
し

て
管
理
で
き

機
器
仕
様
書
や
修

繕
履
歴
な
ど
の
デ

タ
に
も
簡
単

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な


て
い
ま
す
運
用
管
理
の
効
率
化


省
エ
ネ
化
へ
の
寄
与
に
加
え

さ

ま
ざ
ま
な
デ

タ
を
活
用
す
る
こ

と
で

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す

可
能
性
も
備
え
て
い
ま
す


　
続
い
て
﹁
Ｍ
ａ
ｓ
ｓ
Ｍ
ｏ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
︵
マ
ス
モ

シ

ン
︶
﹂
と

い
う
シ
ミ

レ

シ

ン
ソ
フ
ト

を
紹
介
し
ま
す

多
く
の
人
が
集

ま
る
ビ
ル

駅

空
港
な
ど
の
人

流

密
度
分
布

人
の
視
線
な
ど

を
分
析
し

リ
ス
ク
を
事
前
に
把

握
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て

オ
フ

ス
内
の
リ
ス
ク
を
洗

い
出
す
ク
ラ
ウ
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

機
能
と
し
て
も
提
案
が
可
能
で

す

身
体
的
距
離

換
気
回
数
な

ど
国
の
感
染
症
対
策
の
指
針
は
あ

り
ま
す
が

運
用
の
中
で
部
分
的

に
密
な
場
所
が
生
じ
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
ま
す

人
数
や
行
動
パ

タ

ン
な
ど
の
想
定
条
件
に
基
づ

き

人
の
動
き
を
シ
ミ

レ

シ


ン
し
人
が
集
中
・
停
滞
す
る
場

所
な
ど
の
リ
ス
ク
を
可
視
化
し


運
用
等
に
よ
る
具
体
的
な
リ
ス
ク

低
減
策
を
検
討
で
き
ま
す


　
﹁
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
自
律
的

な
ス
マ

ト
コ
ン
ト
ロ

ル
﹂
の

事
例
で
は

申
告
型
空
調
制
御
機

能
︵
協
働
開
発

ウ
フ
ル
︶
を

﹁
サ
ン
ス
タ

コ
ミ

ニ
ケ

シ


ン
パ

ク
﹂に
導
入
し
ま
し
た


室
内
の
温
度
に
対
す
る
﹁
熱
い
﹂

﹁
寒
い
﹂
と
い
う
温
冷
感
を
利
用

者
が
ス
マ

ト
フ

ン
で
申
告
す

る
こ
と
で

気
象
デ

タ
や
過
去

の
申
告
履
歴
と
合
わ
せ
て
自
動
的

に
温
度
設
定
を
行
い
ま
す

Ｗ
ｉ

｜
Ｆ
ｉ
に
よ
る
ス
マ

ト
フ

ン

の
位
置
検
索
機
能
と
も
連
携
し


場
所

人

気
象
条
件
等
に
応
じ

た
快
適
な
温
度
を
提
供
し
ま
す


　
当
社
は
天
井
な
ど
の
閉
鎖
空
間

を
飛
行
す
る
ド
ロ

ン
を
開
発
し

て
い
る
メ

カ

で
す

２
０
１

６
年
に
設
立
し

千
葉
市
を
拠
点

に
研
究
開
発
を
進
め
て
い
ま
す


開
発
し
た
機
体
は
暗
所
で
も
撮
影

が
で
き
る
よ
う
に
点
検
用
カ
メ
ラ

を
独
自
開
発
し
た
ほ
か
部
品
を
全

て
自
社
開
発
し
て
小
型
・
軽
量
化

を
重
ね
る
な
ど

狭
隘
な
空
間
に

特
化
し
た
も
の
づ
く
り
を
強
み
と

し
て
い
ま
す


　
昨
今

頻
発
・
激
甚
化
す
る
災

害
と
と
も
に
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
が

大
き
な
社
会
課
題
に
な

て
い
ま

す

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
社
会

課
題
を
解
決
す
る
べ
く

誰
も
が

安
全
な
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
ミ


シ

ン
と
し
て
い
ま
す


　
イ
ン
フ
ラ
点
検
は

と
き
に
危

険
な
場
所
で
の
作
業
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す

ド
ロ

ン

に
よ
り
こ
れ
ら
の
作
業
を
代
替

し

作
業
員
の
安
全
を
担
保
し
つ

つ
作
業
時
間
の
削
減
を
実
現
す
る

ほ
か

ド
ロ

ン
が
撮
影
し
た
映

像
か
ら
異
常
個
所
の
調
査
点
検
を

実
施
し
ま
す

さ
ら
に
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
点
検
診
断
を
通
し
て
予
防

保
全
に
つ
な
げ
ま
す


　
当
社
が
展
開
し
て
い
る
小
型
ド

ロ

ン
を
用
い
た
点
検
サ

ビ
ス

で
は

当
社
の
パ
イ
ロ

ト
も
し

く
は

当
社
と
契
約
し
た
パ
イ
ロ


ト
が
現
場
で
点
検
業
務
を
行
い

ま
す

ま
た

事
業
者
向
け
に
点

検
用
機
材
の
レ
ン
タ
ル
サ

ビ
ス

も
展
開
し
て
い
ま
す

当
社
で
技

能
教
育
を
行
う
と
と
も
に

万
が

一

ド
ロ

ン
を
壊
し
て
も
無
償

修
理
で
き
ま
す

機
体
を
操
縦
す

る
こ
と
へ
の
プ
レ

シ


を
感

じ
ず

点
検
に
集
中
で
き
る
よ
う

に
サ
ポ

ト
し
ま
す


　
そ
の
ほ
か

撮
影
し
た
動
画
デ


タ
を
よ
り
管
理
し
や
す
く
し
た

い
と
い
う
ニ

ズ
を
受
け

ド
ロ


ン
で
撮
影
し
た
映
像
を
も
と
に

点
群
デ

タ

３
Ｄ
デ

タ

オ

ル
ソ
画
像
を
作
成
し
提
供
し
て
い

ま
す


　
今
年
の
７
月
１
日
に
は

Ｊ
Ｒ

東
日
本
と
共
同
で
Ｃ
ａ
ｌ
Ｔ
ａ
と

い
う
株
式
会
社
を
設
立
し
ま
し

た

建
設
業
全
体
に
フ


カ
ス

を
合
わ
せ

デ
ジ
タ
ル
空
間
か
ら

新
た
な
社
会
基
盤
を
創
出
す
る
こ

と
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す


　
主
に
ド
ロ

ン
に
よ
る
点
群
デ


タ
取
得
事
業
と
し
て

当
社
ド

ロ

ン
に
よ
る
調
査
と
設
備
点
検

や
工
事
現
場
に
お
け
る
自
動
巡
回

シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
い
ま
す


ま
た
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
と
し
て


Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
と
い
う
ソ
フ

ト
ウ

ア
を
開
発
し
て
い
ま
す


さ
ま
ざ
ま
な
デ
バ
イ
ス
で
デ

タ

を
取
得
す
る
と

ア

プ
ロ

ド

後
に
自
動
的
に
３
Ｄ
デ

タ
に
変

換
し
ま
す

さ
ら
に
レ

ザ

セ

ン
サ

や
ス
キ

ナ

で
取
得
し

た
デ

タ
に
も
対
応
し
ま
す


　
今
後
は

日
本
中
あ
る
い
は
世

界
中
の
構
造
物
に
つ
い
て
ア
ナ
ロ

グ
デ

タ
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す

自
動
巡
回

シ
ス
テ
ム
や
無
人
化
シ
ス
テ
ム
を

通
じ
て

建
設
工
事
を
最
適
化
し

て
い
く
こ
と
で

ス
マ

ト
シ
テ



や
次
世
代
イ
ン
フ
ラ
の
構
築

に
繋
が
る
と
思
い
ま
す

今
は
狭

小
空
間
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
て
い
ま
す
が

よ
り
マ
ク
ロ

な
環
境
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と

で

わ
れ
わ
れ
が
目
指
す
安
全
な

社
会
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す


　
フ
カ
ガ
ワ
は

主
に
空
調
ダ
ク

ト
工
事
の
機
材
・
部
材
を
製
造
販

売
し
て
い
ま
す

特
に
ダ
ク
ト
の

成
形
機
は
国
内
シ

ア
の

％
を

誇
り
ま
す

Ｂ
Ｉ
Ｍ
製
造
用
パ


ツ
約
８
万
５
０
０
０
点
を
作
成
す

る
な
ど
配
管
製
造
の
効
率
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す


　
当
社
が
今
年

約
２
０
０
０
社

の
ダ
ク
ト
工
事
会
社
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ

ト
に
よ
る
と

Ｃ
Ａ
Ｄ

を
所
有
し
て
い
な
い
企
業
が


％

Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
知
ら
な
い
企
業
が


％
で
し
た

も
と
も
と
ダ
ク
ト

工
事
会
社
は

サ
ブ
コ
ン
か
ら
紙

の
施
工
図
を
も
ら

て
施
工
す
る

習
慣
が
あ
り

Ｃ
Ａ
Ｄ
が
な
く
て

も
工
事
が
で
き
ま
し
た

図
面
と

現
場
が
異
な
る
と
き
は

現
場
合

わ
せ
で
対
応
す
る
こ
と
が
多
い
で

す


　
こ
う
し
た
ダ
ク
ト
業
界
が

ど

の
よ
う
な
工
程
で
設
計
か
ら
製
作

の
作
業
を
し
て
い
る
か
と
い
う

と

ま
ず
設
計
者
が
原
設
計
図
を

描
き

サ
ブ
コ
ン
や
ゼ
ネ
コ
ン
の

設
備
担
当
が
施
工
図
を
Ｃ
Ａ
Ｄ
で

起
こ
し
ま
す
そ
の
後
Ｃ
Ａ
Ｄ
を

持
た
な
い
ダ
ク
ト
工
事
会
社
は


紙
で
割
付
作
業
を
行
い

ダ
ク
ト

の
単
品
図
も
手
書
き
し
ま
す

最

後
に
成
形
機
の
Ｃ
Ａ
Ｍ
に
手
入
力

し
ま
す

手
作
業
に
よ
る
多
く
の

手
間
が
か
か
る
た
め

Ｂ
Ｉ
Ｍ
に

よ
る
改
善
を
図
り
ま
し
た


　
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
統
合
モ
デ
ル
の
中
心

に
あ
る
の
は
意
匠

構
造

設
備

の
モ
デ
ル
で
す
が

当
社
は
設
備

モ
デ
ル
に
ア
プ
ロ

チ
し

フ
カ

ガ
ワ
の
メ

カ

Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル

を
作
成
し
ま
し
た

こ
の
デ

タ

を
製
作
ま
で
結
び
つ
け

業
務
効

率
化
を
図
り
ま
す


　
空
調
管
に
は
角
ダ
ク
ト
と
丸
ダ

ク
ト
の
大
き
く
２
種
類
が
あ
り
ま

す

丸
ダ
ク
ト
の
問
題
点
と
し
て

管
の
継
ぎ
手
部
材
の
作
り
方

寸

法
が
会
社
ご
と
に
異
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

ま
た

本
来
は

継
手
材
の
エ
ル
ボ
同
士
を
つ

な
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
で
す

が

Ｃ
Ａ
Ｄ
上
で
は
つ
な
が

る
よ
う
に
描
け
て
し
ま
い
ま

す

そ
れ
に
気
付
か
ず
に
製

作
す
る
と

ロ
ス
や
廃
棄
と

な
り
追
加
の
費
用
が
発
生
し

ま
す


　
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す

る
た
め

当
社
の
規
格

寸

法
に
合
わ
せ
た
Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｔ

の
Ｍ
Ｅ
Ｐ
製
造
用
パ

ツ
を

作
成
し
ま
し
た

現
在
は
約

８
万
５
０
０
０
点
を
登
録
し

て
い
ま
す

ま
た

エ
ル
ボ

同
士
の
接
合
な
ど
図
面
に
問
題
が

あ
る
と
Ｎ
Ｇ
表
示
を
ポ

プ
ア


プ
す
る
機
能
も
開
発
し
ま
し
た


　
Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｔ
　
Ｍ
Ｅ
Ｐ
の
ア
ド

イ
ン
も
開
発
し
ま
し
た

角
ダ
ク

ト
製
作
時
に
必
要
な
ナ
ン
バ
リ
ン

グ
機
能
が
中
心
で
す
が

最
終
的

に
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
に
つ
な
げ

る
中
間
フ

イ
ル
を
出
力
で
き
る

よ
う
に
し

Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｔ
の
デ


タ
を
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
に
自
動
的

に
流
す
こ
と
で
時
間
短
縮
と
ミ
ス

の
削
減
を
図
り
ま
す

実
際
に
従

来
の
方
式
と
比
較
し
た
結
果



％
の
時
間
短
縮
を
実
現
し
ま
し

た

現
場
に
も
導
入
し

効
果
を

確
認
し
ま
し
た

今
後
は

現
場

合
わ
せ
の
労
力
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

す


　
Ｎ
Ｙ
Ｋ
シ
ス
テ
ム
ズ
は

建
築

設
備
の
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
﹁
Ｒ
ｅ
ｂ

ｒ
ｏ
︵
レ
ブ
ロ
︶
﹂
を
開
発

販

売
し

今
年
で
創
立

年
目
に
入

り
ま
し
た

レ
ブ
ロ
の
フ


ス

ト
バ

ジ

ン
を
開
発
し
た
の
は

Ｂ
Ｉ
Ｍ
が
一
般
化
す
る
前
の
２
０

０
８
年
で
す
が

当
初
か
ら
図
面

を
描
く
イ
メ

ジ
で
３
次
元
モ
デ

ル
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

し
た

次
の

年
が
Ｂ
Ｉ
Ｍ
元
年

と
言
わ
れ

私
た
ち
の
考
え
方
と

Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
概
念
が
一
致
し
て
い
た

の
は
良
か

た
と
思
い
ま
す


　
開
発
当
初
か
ら
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
不
可

欠
な
﹁
属
性
﹂
の
考
え
方
も
実
装

し
て
い
ま
し
た

な
ぜ
な
ら
技
術

者
は
パ

ケ

ジ
エ
ア
コ
ン
で
あ

れ
ば
開
口
寸
法

メ

カ

や
ス

ペ

ク
な
ど
付
随
す
る
情
報
を
利

用
し
て
仕
事
を
す
る
か
ら
で
す


現
在
は
属
性
情
報
を
持
つ
機
器
や

材
料
の
モ
デ
ル
を
最
初
か
ら
同
梱

し
て
い
ま
す


　
レ
ブ
ロ
の
特
徴
と
し
て

作
図

の
利
便
性
が
上
げ
ら
れ
ま
す

例

え
ば
配
管
ル

テ

ン
グ
中
に
右

ク
リ

ク
す
る
と
継
手
の
候
補
が

出
て
き
て

実
際
の
製
品
と
同
じ

つ
な
ぎ
方
で
作
図
で
き
ま
す

図

面
を
描
き
な
が
ら

裏
で
は
同
時

並
行
で
３
次
元
モ
デ
ル
も
作
成
し

ま
す

ま
た
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
上
で

配
管
の
勾
配
を
変
え
る
と
実
際
に

配
管
も
傾
き
ま
す

傾
い
た
勾
配

に
沿

て
配
管
や
接
手
も
移
動
す

る
た
め

現
実
に
即
し
た
検
討
が

行
え
ま
す


　
配
管
を
通
す
ス
リ

ブ
を
決
め

る
際
は

梁
の
ど
こ
を
通
す
か
判

断
す
る
た
め

清
水
建
設
と
竹
中

工
務
店
の
社
内
ル

ル
を
レ
ブ
ロ

の
標
準
と
し
ま
し
た

貫
通
可
能

な
梁
の
位
置
の
色
を
変
え
て
分
か

る
よ
う
に
し
た
ほ
か

正
し
い
位

置
に
あ
る
か
を
チ


ク
す
る
機

能
も
あ
り
ま
す


　
さ
ら
に
作
図
を
便
利
に
す
る
機

能
と
し
て

ポ
ン
プ
ユ
ニ

ト
な

ど
の
機
器
を
移
動
さ
せ
る
と

接

続
す
る
配
管
に
付
属
す
る
弁
類
や

特
殊
継
手
一
式
も
一
緒
に
移
動
す

る
機
能
も
搭
載
し
て
い
ま
す

従

来
は
機
器
を
移
動
す
る
と
配
管
を

描
き
直
す
必
要
が
あ

た
の
で
す

が

配
管
が
つ
な
が

た
ま
ま
移

動
で
き
ま
す


　
一
方

建
設
現
場
で
は
施
工
個

所
の
確
認
や
各
種
測
定
業
務
を
効

率
化
す
る
た
め

ク
ラ
ウ
ド
で
情

報
共
有
す
る
優
れ
た
施
工
管
理
ソ

フ
ト
が
登
場
し
て
い
ま
す

レ
ブ

ロ
は
そ
う
し
た
ア
プ
リ
に
情
報
を

渡
す
の
も
使
命
と
考
え
ま
す


　
来
期
の
バ

ジ

ン
に
は

コ

ミ

ニ
ケ

シ

ン
機
能
を
強
化

す
る
図
面
マ

カ

機
能
を
搭
載

す
る
予
定
で
す

ピ
ン
を
立
て
て

位
置
を
特
定
し

コ
メ
ン
ト
を
書

き
込
む
機
能
で
す

別
の
施
工
管

理
ア
プ
リ
で
立
て
た
マ

カ

を

取
り
込
む
機
能
も
用
意
し

情
報

の
受
け
皿
と
し
て
レ
ブ
ロ
を
利
用

す
る
こ
と
も
想
定
し
ま
す
実
際


外
部
で
収
集
し
た
情
報
を
レ
ブ
ロ

上
で
確
認
す
る
ニ

ズ
が
あ
り
ま

す

今
後
は
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
と
の

連
携
も
含
め

ご
期
待
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す


（３） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２１年（令和３年）１２月１７日　（金曜日）
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ＡＮＤＰＡＤボードで外注管理をＤＸ協力会社様への効率的な作業発注で、協力会社様と社員様の新しい働き方をつくる話

プ
ロ
ス
パ
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執行役員　
管理部部長

糸魚川　友宏氏

稼
働
効
率
化
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
品
質
向
上

早期に情報共有　協力会社と信頼構築


三
方
良
し
で
お
客
様
満
足
を
実
現

ＡＮＤＰＡＤ　ＯＮＥ　ＣＯＮＦＥＲＥＮＣＥ
ＡＮＤＰＡＤ　ＡＷＡＲＤ　　　　　　　
Ｄ
Ｘ
カ
ン
パ
ニ

‖
石
井
瓦
工
業
プ
ロ
ス
パ

丸
電
工
業
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
テ
ク
ノ
　
　
　

ベ
ス
ト
ア

プ
ロ

ダ

賞
‖
か
ん
で
ん
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
　
森
田
充
彦
さ
ん

現場を支える人にスポットライト

建
設
Ｄ
Ｘ
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ

を
表
彰

ユ

ザ

賞︵
総
合
賞
社
外
︶‖
天
貴
　
大
川
貴
載
さ
ん

ユ

ザ

賞︵
総
合
賞
社
内
︶‖
ヴ

ガ

サ

ビ
ス
　
有
里
風
香
さ
ん

　
ア
ク
リ
ル
板
材
の
製
造

販
売

施
工
を

手
掛
け
る
プ
ロ
ス
パ

︵
岐
阜
県
羽
島
市
︶

は

１
日
程
度
で
完
了
す
る
短
期
間
の
現
場

向
け
稼
働
管
理
ア
プ
リ
﹁
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
ボ


ド
﹂
を
２
０
２
１
年
９
月
に
導
入
し

施

工
外
注
管
理
の
Ｄ
Ｘ
︵
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ


メ

シ

ン
︶
を
進
め
て
い
る

協

力
会
社
の
日
程
調
整
や
現
場
情
報
の
共
有
を

ワ
ン
ス
ト

プ
で
行
い

発
注
業
務
の
効
率

化
や
施
工
品
質
向
上

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
早

く
も
効
果
を
発
揮
し
て
い
る

﹁
繁
忙
期
に

か
か
わ
ら
ず

導
入
し
た
９
月
の
稼
働
で
い

き
な
り
目
標
値
を
達
成
で
き
た
の
は
自
信
に

な
り
ま
す
﹂
と
語
る
糸
魚
川
友
宏
執
行
役
員

管
理
部
部
長
に
ポ
イ
ン
ト
を
聞
い
た


＊
　
　
　
　
＊

　
｜
｜
導
入
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
糸
魚
川
氏
　
当
社
は
ア
ク
リ
ル
板
材
の
加

工
を
中
心
と
し
た
製
造
業
で

岐
阜
県
羽
島

市
に
本
社

さ
い
た
ま
市
に
関
東
支
社
工
場

を
置
く
社
員
数

人
の
も
の
づ
く
り
企
業
で

す

店
舗
の
装
飾
品

陳
列
什
器

プ
ラ
ス

チ

ク
製
看
板
の
製
造
と

１
日
程
度
で
終

わ
る
付
帯
工
事
を
手
掛
け

大
手
商
業
施
設

の
テ
ナ
ン
ト
や
食
品
・
ス

パ

ア
パ
レ
ル

シ


プ
な
ど
で
施
工
実
績
が
あ
り
ま
す


　
私
自
身
は
入
社
し
て
７
年
ほ
ど
施
工
担
当

を
経
験
し

そ
の
後
に
営
業
担
当
と
し
て
受

発
注

積
算

現
場
施
工
の
手
配
な
ど
を
経

験
し
ま
し
た


そ
の
後

生
産

管
理
を
担
当

し

現
在
は
管

理
部
で
購
買


経
理

生
産
管

理
の
ほ
か
営
業

担
当
も
兼
務

し

施
工
外
注

の
手
配
も
行


て
い
ま
す


　
も
と
も
と
付

帯
工
事
の
た
め

の
施
工
人
員
を

社
内
に
配
置
し

て
い
た
の
で
す

が

リ

マ
ン

・
シ


ク
の

影
響
で
小
売
業

が
シ

リ
ン
ク

し
た
結
果

１

件
当
た
り
の
売

上
額
が
減
少
す

る
一
方
で
案
件

数
が
増
加
し
施
工
の
外
注
が
増
え
ま
し
た


３
期
連
続
で
赤
字
を
経
験
し
た
後

製
造
業

に
強
い
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
支
援
し
て
も
ら

い

製
造
現
場
の
生
産
性
を
改
善
し
て

年

度
に
は
過
去
最
高
売
上
と
最
高
益
を
達
成
し

た
の
で
す
が
年
々
施
工
外
注
費
が
上
昇
し


利
益
を
圧
迫
し
て
い
ま
し
た


　
当
社
は
製
造
業
の
た
め

ど
う
し
て
も
施

工
は
製
品
の
付
帯
サ

ビ
ス
と
い
う
意
識
が

強
く

施
工
外
注
費
を
増
加
さ
せ
な
が
ら
受

注
拡
大
に
努
め
る
ジ
レ
ン
マ
に
頭
を
悩
ま
せ

て
い
ま
し
た

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ア
ン
ド

パ

ド
の
新
サ

ビ
ス
と
な
る
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ

Ｄ
ボ

ド
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

９
月
に

導
入
開
始
し
ま
し
た


■
非
効
率
な
発
注
が
工
事
費
の
上
昇
を
招
く

　
｜
｜
そ
れ
ま
で
は
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ

り
ま
し
た
か

　
糸
魚
川
氏
　
本
社
に
６

７
人
の
営
業
担

当
が
い
て

工
事
の
手
配
も
案
件
ご
と
に
営

業
担
当
が
直
接
行
い
ま
す

た
だ
日
々
の
業

務
に
追
わ
れ

発
注
業
務
を
改
善
し
た
り
効

率
化
す
る
の
が
難
し
く

成
り
行
き
ま
か
せ

で
非
効
率
に
発
注
し
て
い
る
状
況
で
し
た


　
例
え
ば
自
分
の
案
件
の
工
事
を

ど
の
協

力
会
社
に
手
配
し
た
か
知

て
い
る
の
は
私

だ
け
で
す

逆
に

他
の
営
業
担
当
が
ど
の

協
力
会
社
に
仕
事
を
頼
ん
で
い
る
か
は
分
か

り
ま
せ
ん

外
注
管
理
も
自
分
の
使
い
や
す

い
ア
プ
リ
を
使
用
す
る
人
が
い
れ
ば

手
書

き
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ド
で
管
理
す
る
人
も
い

て
統
一
性
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た


　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め

施
工
内
容
が

職
人
さ
ん
に
事
前
に
伝
わ
る
こ
と
も
ほ
と
ん

ど
な
く

例
え
ば
今
晩
工
事
が
あ
る
と
し
た

ら

当
日
の
夕
方
に
初
め
て
図
面
と
製
品
を

職
人
さ
ん
に
渡
し

作
業
内
容
や
作
業
時
間

を
伝
え
る
状
況
で
し
た

職
人
さ
ん
も
適
正

な
工
具
や
人
工
を
用
意
で
き
ず
困

て
し
ま

い

ひ
ど
い
場
合
は

工
具
が
合
わ
な
く
て

作
業
で
き
ず

後
日
出
直
す
こ
と
も
あ
り
ま

し
た

こ
う
し
た
費
用
は
お
客
さ
ま
に
請
求

で
き
ず

施
工
費
を
押
し
上
げ
る
最
大
の
要

因
と
な
り
ま
す


■
営
業
担
当
が
外
注
管
理
を
情
報
共
有

　
｜
｜
ど
の
よ
う
に
発
注
業
務
の
改
善
に
取

り
組
み
ま
し
た
か

　
糸
魚
川
氏
　
例
え
ば
Ａ
社

Ｂ
社

Ｃ
社

の
協
力
会
社
が
あ
り

朝

昼

夕
の
工
事

が
あ

た
と
し
ま
す

同
じ
エ
リ
ア
に
朝
と

昼
の
工
事
が
あ
る
場
合

Ａ
社
に
ま
と
め
て

お
願
い
す
れ
ば
経
費
が
削
減
さ
れ

職
人
さ

ん
も
複
数
案
件
を
こ
な
す
こ
と
で
単
価
が
上

昇
し
ま
す


　
そ
の
た
め

営
業
担
当
の
外
注
管
理
を
Ａ

Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
ボ

ド
に
集
約
し

職
人
さ
ん

の
稼
働
状
況
を
可
視
化
し
ま
し
た

ホ
ワ
イ

ト
ボ

ド
の
よ
う
に
現
場
の
稼
働
状
況
を
管

理
す
る
画
面
が
あ
り

営
業
担
当
ご
と
に
色

分
け
し
て

今
週

来
週
の
短
期
の
﹁
詳
細

表
示
﹂
と

１
カ
月
先
ま
で
長
い
ス
パ
ン
の

﹁
コ
ン
パ
ク
ト
表
示
﹂
の
２
種
類
で
可
視
化

し
ま
す

各
工
事
に
は
施
工
場
所
の
住
所


日
程

時
間

自
社
車
両
の
利
用
な
ど
を
登

録
し
ま
す


　
営
業
担
当
が
ど
の
協
力
会
社
に
依
頼
し
て

い
る
か
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
で
き
る
た

め

例
え
ば
Ａ
社
の
職
人
さ
ん
に

朝
は
私

の
現
場
に
来
て
も
ら
い

昼
は
別
の
担
当
者

の
現
場
に
行

て
も
ら
う
な
ど

協
力
会
社

の
手
配
を
効
率
化
で
き
ま
し
た

私
は
管
理

業
務
を
担
当
し
て
い
る
た
め

ど
の
案
件
が

い
つ
ご
ろ
に

固
ま

て
い

る
か
を
把
握

す
る
た
め
コ

ン
パ
ク
ト
表

示
を
活
用
し

て
い
ま
す


　
ま
た

各

工
事
に
ひ
も

付
け
て
図
面

な
ど
の
資
料

や
写
真
を
格

納
し

チ



ト
機
能
で

職
人
さ
ん
に

情
報
提
供
で

き
ま
す

１

日
で
も
１
分

で
も
早
く
仕

事
内
容
を
登

録
し

職
人

さ
ん
に
伝
え

る
こ
と
で


必
要
な
工
具

な
ど
を
準
備

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

そ
う
す
る
こ
と

で

施
工
の
出
戻
り
が
減
り

協
力
会
社
と

良
好
な
関
係
を
築
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す


■
Ｄ
Ｘ
の
メ
リ

ト
を
協
力
会
社
に
膝
詰
め

　
で
説
明

　
｜
｜
導
入
に
当
た
り
苦
労
し
た
点
は

　
糸
魚
川
氏
　
導
入
時
に
社
内
の
反
発
は
ま


た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ

Ｄ
ボ

ド
の
活
用
を
進
め
る
こ
と
で
デ
メ
リ


ト
は
な
い
と
思

て
い
ま
す


　
一
方
で

協
力
会
社
に
新
し
い
こ
と
を
始

め
て
も
ら
う
際

反
発
さ
れ
た
り
難
色
を
示

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が

そ
れ
は
普
通

の
こ
と
で
す

﹁
な
ぜ
変
え
る
の
か
﹂
﹁
今

ま
で
の
や
り
と
り
で
は
だ
め
な
の
か
﹂
と
い

う
質
問
は
あ
り
ま
し
た
が

Ｄ
Ｘ
の
取
り
組

み
を
達
成
す
れ
ば

職
人
さ
ん
に
メ
リ

ト

が
あ
る
こ
と
を
膝
詰
め
で
し

か
り
伝
え
ま

し
た


　
例
え
ば

職
人
さ
ん
と
事
前
に
情
報
共
有

す
る
こ
と
で

７
時
間
か
か
る
仕
事
が
５
時

間
で
終
わ
れ
ば
作
業
時
間
が
短
縮
し

複
数

現
場
を
効
率
良
く
こ
な
せ
ば

職
人
さ
ん
の

売
り
上
げ
に
貢
献
し
ま
す

な
に
よ
り

　

効
率
良
く
仕
事
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
施
工

品
質
が
上
が
れ
ば

　

お
客
様
の
満
足
度
も

上
が
り

当
社
の
受
注
ア

プ
に
つ
な
が
り

ま
す


■
年
間
１
０
０
０
万
円
の
削
減
が
目
標

　
｜
｜
現
時
点
の
成
果
は

　
糸
魚
川
氏
　
９
月
の
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
ボ


ド
導
入
に
合
わ
せ

外
注
施
工
費
の
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
主
導
す
る
﹁
施
工
管
理
課
﹂
を
新

設
し
ま
し
た
具
体
的
に
は

期︵

年
度
︶

の
施
工
外
注
比
率
を
全
体
の
支
出
の

％
に

設
定
し

コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
る
前
の

期

︵

年
度
︶
の

％
か
ら
１
％
落
と
し
ま
し

た

そ
の
１
％
に
当
た
る
１
０
０
０
万
円
程

度
の
削
減
を
目
指
し
て
い
ま
す


　
９
月
の
売
上
目
標
に
対
す
る
速
報
値
で

は

外
注
比
率

・
２
％
と
い
う
数
値
が
出

て
お
り


％
を
下
回
る
見
込
み
で
す

当

社
は
９




月
が
繁
忙
期
の
た
め

施

工
外
注
比
率
が
上
が
る
の
で
す
が

そ
の
中

で
目
標
値
を
下
回
れ
た
の
は
大
き
い
と
考
え

て
お
り
ま
す

い
き
な
り
数
字
を
残
せ
た
の

は
自
信
に
な
り
ま
す
し

職
人
さ
ん
に
対
し

て
も
良
い
宣
伝
に
な
り
ま
す


■
三
方
良
し
で
関
係
者
の
モ
チ
ベ

シ

ン

　
高
め
る

　
｜
｜
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い

　
糸
魚
川
氏
　
近
江
商
人
の
考
え
方
に

三

方
良
し

が
あ
り
ま
す

　

当
社
に
当
て
は

め
る
と

お
客
様
か
ら
仕
事
を
い
た
だ
き


Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
ボ

ド
で
効
率
良
く
段
取
り

す
る
こ
と
で

協
力
会
社
に
い
ち
早
く
情
報

が
伝
わ
り

施
工
品
質
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す

　

手
配
の
手
間
も
効
率
化
さ
れ
る
た

め

お
客
様
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
綿
密
に
行

う
時
間
が
つ
く
れ
ま
す
　
そ
の
結
果
お
客

様
は
安
心
し
て
当
社
に
仕
事
を
依
頼
で
き


当
社
も
職
人
さ
ん
に
安
心
し
て
仕
事
を
任

せ

　

職
人
さ
ん
も
間
違
い
の
な
い
施
工
が

で
き
ま
す

　

三
方
良
し
で
各
々
が
モ
チ
ベ


シ

ン
を
上
げ
な
が
ら

　

仕
事
が
回
る

職
場
環
境
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す


　
ア
ン
ド
パ

ド
は

第
１
回
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ｄ
を
開
催
し
た

延
べ
約

万
人
の
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ

Ａ
Ｄ
ユ

ザ

の
利
用
デ

タ
を
分
析
し

最
も
ア

プ
リ
を
利
用
し
た
ユ

ザ

を
選
定
す
る
ユ

ザ


賞
︵
３
部
門
︶
と

﹁
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
　
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｆ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
﹂
の
各
セ

シ

ン
に
登

壇
し
た
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
契
約
企
業
を
称
賛
す
る
Ｄ
Ｘ

カ
ン
パ
ニ

を
発
表
し
た


　
客
観
的
な
利
用
デ

タ
に
基
づ
い
て
行
う
今
回
の
表
彰

に
つ
い
て

稲
田
武
夫
ア
ン
ド
パ

ド
代
表
は

﹁
建
設

Ｄ
Ｘ
の
表
彰
は
現
場
の
取
り
組
み
に
目
が
い
き
が
ち
で
す

が

最
も
ア
プ
リ
を
使

て
い
る
の
は

誰
も
見
て
い
な

い
と
こ
ろ
で
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
を
設
定
し
て
く
れ
て
い
る
人

だ

た
り
し
ま
す

そ
う
し
た
人
た
ち
に
も
ス
ポ

ト
ラ

イ
ト
を
当
て

実
は
そ
の
人
た
ち
が
建
設
Ｄ
Ｘ
の
フ
ロ
ン

ト
を
走

て
い
る
こ
と
を

み
ん
な
で
き
ち
ん
と
確
認
す

る
機
会
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
﹂
と
ア
ワ


ド
の
趣
旨
を
語

た


　
ユ

ザ

賞
は

２
０
２
１
年
１
月
１
日
｜
６
月

日

の
期
間
の
う
ち

ロ
グ
イ
ン
頻
度

資
料
の
ア

プ
ロ


ド
頻
度

工
程
表
作
成
数

工
程
へ
の
完
了
報
告
数
な
ど

を
集
計
し

最
も
利
用
頻
度
の
高
い
上
位
３
人
を
表
彰
し

た


　
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
の
ユ

ザ

は
契
約
企
業
︵
社
内
︶
の

ユ

ザ

と

招
待
さ
れ
て
使
用
す
る
ゲ
ス
ト
︵
社
外
︶

ユ

ザ

に
分
か
れ
る
た
め

総
合
賞
で
は
社
内
ユ

ザ


と
社
外
ユ

ザ

を
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
す
る
こ
と
に
し

た

ま
た
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
が
本
来
の
効
果
を
発
揮
す
る
に

は
協
力
会
社
が
メ

ル
や
フ

ク
ス
を
や
め

元
請
け
が

設
置
す
る
フ

ル
ダ
に
資
料
を
格
納
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
る
こ
と
か
ら

最
も
資
料
を
ア

プ
ロ

ド
し
た
協
力

企
業
の
ス
タ

フ
を
表
彰
す
る
ベ
ス
ト
ア

プ
ロ

ダ


賞
を
設
け
た


■
写
真
整
理
と
チ


ト
機
能
を
組
み
合
わ
せ
て
効
率
化

　
ユ

ザ

の
利
用
頻
度
を
集
計
し
た
結
果

ユ

ザ


賞
の
総
合
賞
︵
社
内
︶
部
門
の
１
位
に
ヴ

ガ

サ

ビ

ス
の
有
里
風
香
さ
ん

２
位
に
田
口
設
備
の
田
口
耕
嗣
さ

ん
と
フ
ジ
建
設
の
植
木
祐
介
さ
ん

３
位
に
ス
ト
ロ
ボ
ラ

イ
ト
の
國
府
田
治
樹
さ
ん
が
選
ば
れ
た


　
総
合
社
内
部
門
１
位
の
有
里
さ
ん
は
不
動
産
管
理
物
件

の
原
状
回
復
工
事
を
担
当
し

﹁
協
力
会
社
か
ら
写
真
を

あ
げ
て
い
た
だ
く
際

工
事
の
種
類
別
や
施
工
前
後
に
フ


ル
ダ
分
け
し
て
ア

プ
し
て
く
れ
る
お
か
げ
で

写
真

整
理
の
業
務
が
楽
に
な
り
ま
し
た

ま
た
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ

上
で
工
程
表
を
共
有
し
た
上
で
前
日
に
チ


ト
で
連
絡

で
き
る
た
め

連
絡
ミ
ス
が
減
少
し
ま
し
た
﹂
と
メ
リ


ト
を
挙
げ
る


　
工
事
写
真
を
Ｄ
Ｘ
す
る
意
義
に
つ
い
て
稲
田
代
表
は

﹁
工
事
写
真
は

上
が

て
く
る
も
の
が
何
階
の
ど
の
部

屋
の
ど
こ
の
部
位
な
の
か
分
か
り
に
く
い
こ
と
が
多
く


台
帳
整
理
は
非
常
に
大
変
な
作
業
に
な

て
い
ま
す

業

務
を
円
滑
に
進
め
る
上
で

チ


ト
ツ

ル
と
写
真
整

理
機
能
の
関
連
性
は
非
常
に
高
い
と
思
い
ま
す

Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｐ
Ａ
Ｄ
は
チ


ト
で
上
が

て
き
た
写
真
を

フ

ル

ダ
に
自
動
分
類
し
て
効
率
化
し
ま
す
﹂
と
メ
リ

ト
を
語


た


■
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぎ

協
力
会
社
を
守
る
ツ

ル

に
　
総
合
賞
︵
社
外
︶
部
門
で
は
１
位
に
天
貴
の
大
川
貴
載

さ
ん

２
位
に
ボ
ル
テ

ク
の
柴
田
知
枝
さ
ん

３
位
に

ホ
ン
ダ
の
高
盛
義
和
さ
ん
が
選
ば
れ
た

床
暖
房
施
工
な

ど
を
手
掛
け
る
天
貴
の
大
川
さ
ん
は
﹁
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
は

下
請
け
と
し
て
仕
事
を
す
る
上
で

自
分
た
ち
を
守
る
ツ


ル
に
な

て
い
ま
す

従
来
の
電
話
な
ど
の
や
り
と
り

で
は

元
請
け
と
言

た
言
わ
な
い
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り

ま
し
た
が

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
を
導
入
し
た
こ
と
で

不
明

な
点
や
確
認
事
項
は
す
ぐ
に
チ


ト
し
て
日
時
の
あ
る

写
真
を
送
付
し

報
告
時
点
の
現
場
の
写
真
が
残
る
こ
と

で

自
分
た
ち
の
仕
事
が
終
わ

た
後
に
発
生
し
た
施
工

不
良
を

自
社
で
被
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た

ト
ラ

ブ
ル
の
要
素
を
事
前
に
つ
ぶ
せ
る
た
め

メ
リ

ト
は
大

き
い
と
思
い
ま
す
﹂
と
コ
メ
ン
ト
し
た


　
稲
田
代
表
は
﹁
職
人
の
皆
様
を
守
る
ツ

ル
に
な
る
こ

と
も

わ
れ
わ
れ
が
サ

ビ
ス
を
運
営
す
る
目
的
の
１
つ

で
す

職
人
数
が
減
少
す
る
中

元
請
け
企
業
様
も

職

人
の
皆
様
に
気
持
ち
よ
く
働
い
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る

と
思
い
ま
す

両
者
の
良
好
な
関
係
づ
く
り
に
つ
な
が
る

こ
と
で

結
果
的
に
元
請
け
企
業
様
に
貢
献
で
き
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
﹂
と
話
し
た


■
何
度
も
メ

ル
を
送
信
す
る
手
間
と
時
間
を
削
減

　
ベ
ス
ト
ア

プ
ロ

ダ

賞
は

１
位
に
か
ん
で
ん
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
森
田
充
彦
さ
ん

２
位
に
エ
ク
ソ
ル

の
堅
田
知
子
さ
ん

３
位
に
長
州
産
業
の
八
木
哲
朗
さ
ん

が
選
ば
れ
た

１
位
に
選
ば
れ
た
森
田
さ
ん
は
﹁
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｐ
Ａ
Ｄ
は
元
請
け
か
ら
招
待
を
受
け
て

半
年
前
か
ら
変

電
所
の
点
検
業
務
で
利
用
し
て
い
ま
す

完
成
図
書
な
ど

の
資
料
共
有
や
工
事
個
所
の
写
真
を
ア

プ
ロ

ド
し
て

い
ま
す
が

１
｜
６
月
は
提
出
す
る
資
料
が
か
な
り
多
い

時
期
で
し
た

も
し
メ

ル
で
や
り
と
り
し
て
い
た
ら


操
作
の
一
つ
ひ
と
つ
に
手
間
と
時
間
が
か
か
り

メ

ル

サ

バ

の
容
量
も
限
ら
れ
る
た
め

と
て
も
大
変
だ


た
と
思
い
ま
す

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
は
資
料
を
ア

プ
ロ


ド
す
る
だ
け
な
の
で
大
き
な
時
間
短
縮
に
な
り
ま
し
た
﹂

と
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た


　
稲
田
代
表
は
﹁
元
請
け
と
協
力
会
社
が
デ

タ
の
利
用

法
を
き
ち
ん
と
決
め
た
上
で

チ


ト
で
コ
ミ

ニ
ケ


シ

ン
し
た
り
報
告
機
能
を
使
う
な
ど

試
行
錯
誤
し

な
が
ら
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
の
使
い
方
を
も
の
に
し
て
い
る
感

じ
を
受
け
ま
し
た
﹂
と
感
想
を
述
べ
た


■
施
工
の
Ｄ
Ｘ
が
経
営
指
標
の
改
善
に
貢
献

　
Ｄ
Ｘ
カ
ン
パ
ニ

は

万
社
の
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
利
用
企

業
の
中
か
ら

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
の
運
用

浸
透
を
通
じ
て

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
を
重
ね
た
企
業
を
称
賛
す
る
も
の

で

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
　
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｆ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｃ

Ｅ
の
セ

シ

ン
に
登
壇
し
た
石
井
瓦
工
業

プ
ロ
ス
パ



丸
電
工
業

ダ
イ
キ
ン
エ
ア
テ
ク
ノ
の
４
社
が
選
ば

れ
た


　
稲
田
代
表
は
各
セ

シ

ン
を
振
り
返
り

﹁
お
も
し

ろ
い
の
は

４
社
が
同
じ
よ
う
に
施
工
管
理
に
使

て
い

る
の
で
は
な
く

石
井
瓦
工
業
様
で
あ
れ
ば
施
工
管
理
に

と
ど
ま
ら
ず
引
合
粗
利
管
理
で
あ
り

プ
ロ
ス
パ

様
は

原
価
削
減
に
活
用
す
る
な
ど

経
営
的
に
き
ち
ん
と
数
字

を
残
す
と
こ
ろ
ま
で
使

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

丸
電

工
業
様
は
黒
板
機
能
で
生
産
性
向
上

ダ
イ
キ
ン
エ
ア
テ

ク
ノ
様
は
Ｋ
Ｙ
活
動
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
報
告
を
実
現
さ

れ
ま
し
た
﹂
と
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
た


　
各
社
と
は

﹁
Ｐ
ｏ
Ｃ
︵
技
術
検
証
︶
を
一
緒
に
取
り

組
む
な
ど

わ
れ
わ
れ
も
学
ば
せ
て
も
ら
い
製
品
を
バ


ジ

ン
ア

プ
す
る
な
ど
併
走
さ
せ
て
い
た
だ
く
関
係
に

あ
り
ま
す
﹂
と
し

﹁
今
回
の
４
社
は

テ
ク
ノ
ロ
ジ


と
現
場
の
間
を
駆
け
抜
け
る
本
当
に
素
晴
ら
し
い
リ

ダ


だ
と
思
い
ま
す

こ
う
し
た
Ｄ
Ｘ
カ
ン
パ
ニ

が
ど
ん

ど
ん
増
え
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
﹂
と
意
気
込
み
を
語

た


　
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
の
技
術
の
今
後
の
方
向
性
と
し
て


﹁
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
は
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

を
提
供
す

る
Ｉ
Ｔ
ツ

ル
で
す
が

ス
タ

フ
全
員
が
ユ

ザ

の

皆
様
の
こ
と
を
思
い

温
か
さ
や
優
し
さ
と
い
う
も
の
を

大
切
に
し
な
が
ら

技
術
開
発
を
進
め
て
い
ま
す

引
き

続
き
皆
様
の
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

新
た
な
テ
ク
ノ

ロ
ジ

を
ど
ん
ど
ん
搭
載
し
て
い
き

建
設
Ｄ
Ｘ
の
普
及

に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
﹂
と
展
望
し
た


﹁
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
を
最
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
﹂
と
語
る
稲
田
代
表

ア

プ
リ
を
設
定
す
る
バ

ク
ヤ

ド
の
ス
タ

フ
や
職
人
に
ス
ポ

ト
を

当
て
た
の
も
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
　

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
の
特
色
と
な

た

（４）（第三種郵便物認可） 第２部２０２１年（令和３年）１２月１７日　（金曜日）



ＡＮＤＰＡＤ黒板で写真管理業務をＤＸ黒板・報告書作成のシステム化で、社員の時間と笑顔を取り戻していく話

丸
電
工
業

工事部　次長

安田　洋氏

報
告
書
の
作
成
時
間
を
７
時
間
短
縮

自動振り分け機能で写真整理効率化

社
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を
構
築

ＡＮＤＰＡＤ引合粗利管理で経営をＤＸ経営数値の見える化で、新規商談と粗利率が向上し、社員の目の色が変わった話

石
井
瓦
工
業

営業部　課長

石井　力平氏

デ

タ
に
基
づ
く
経
営
判
断
で
粗
利
２

改
善

データの重複入力が不要に

社
員
が
本
来
や
る
べ
き
業
務
に
集
中

　
設
立

年
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
電
気
工
事

会
社
の
丸
電
工
業
︵
東
京
都
中
央
区
︶
は


４
月
に
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
を
導
入
し

現
場
の

業
務
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る

電
子
小
黒

板
機
能
を
導
入
し
て
か
ら
工
事
部
全
体
で
Ａ

Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
の
利
用
が
急
速
に
進
み

工
事

写
真
の
撮
影
や
整
理
時
間
の
大
幅
な
短
縮
を

実
現
し
た

﹁
８
時
間
か
か

て
い
た
報
告

書
の
作
成
が
１
時
間
に
短
縮
さ
れ
た
﹂
と
話

す

安
田
洋
工
事
部
次
長
に

導
入
効
果
や

普
及
の
ポ
イ
ン
ト
を
聞
い
た


＊
　
　
　
　
＊

｜
｜
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
導
入
の
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い

　
安
田
氏
　
当
社
は
昭
和
７
年
に
設
立
し
た

電
機
設
備
工
事
会
社
で
す

事
業
内
容
は


室
内

室
外
の
電
気
設
備
工
事
の
設
計

施

工

管
理

監
督

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
加
え

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
計

施
工
を
手

掛
け

自
社
の
太
陽
光
発
電
所
も
所
有
し
て

い
ま
す
企
業
理
念
に
お
客
様
第
一
主
義


を
掲
げ
お
客
様
に
我
が
社
の
仕
事
に
満
足

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す


　
当
社
は
社
員
の
高
齢
化
が
進
み

業
務
効

率
化
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た

特

に
工
事
部
員
の
負
担
軽
減

情
報
共
有
に
よ

る
レ
ベ
ル
ア

プ

上
長
に
よ
る
部
下
の
管

理
の
３
つ
が
恒
常
的
な
課
題
に
な

て
い
ま

し
た

特
に
工
事
部
員
は
日
常
的
に
業
務
に

追
わ
れ
て
い
る
た
め

工
事
全
体
で
見
る
と

同
じ
よ
う
な
ミ
ス
が
繰
り
返
さ
れ
る
傾
向
に

あ
り
ま
し
た


　
ま
た

現
場
の
中
で
新
た
に
見
い
だ
し
た

施
工
方
法
や
ミ
ス
の
対
処
方
法
な
ど
が
そ
の

場
だ
け
の
共
有
に
と
ど
ま
り

工
事
部
全
体

に
水
平
展

開
す
る
こ

と
が
ほ
と

ん
ど
で
き

て
い
ま
せ

ん
で
し

た

上
長

も
多
忙
を

理
由
に
部

下
の
管
理

が
手
薄
に

な
り

コ

ミ

ニ
ケ


シ

ン

が
不
足
し

て
い
ま
し

た


　
こ
れ
ら

の
課
題
を

解
決
す
る
ツ

ル
を
模
索
し
て
い
た
と
き


ア
ン
ド
パ

ド
か
ら
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し

た

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
知

て
い
た
こ
と
も
あ

り

工
事
部
の
課
題
を
伝
え
た
と
こ
ろ

Ａ

Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
を
利
用
し
た
解
決
策
を
提
案
し

て
く
れ
ま
し
た

業
務
改
革
の
ツ

ル
に
な

る
と
思
い
４
月
に
導
入
を
開
始
し
ま
し
た


■
電
子
小
黒
板
の
導
入
を
契
機
に
利
用
者
急

増
｜
｜
導
入
に
当
た
り
苦
労
し
た
点
は

　
安
田
氏
　
工
事
部
員
の
高
齢
化
が
進
み


会
社
全
体
の
活
気
と
モ
チ
ベ

シ

ン
が
下

が

て
い
ま
し
た

そ
の
た
め
２
０
２
０
年

に
中
途
社
員
の
採
用
に
注
力
し
て
部
員
数
を

増
や
し

﹁
こ
れ
か
ら
や
る
ぞ
﹂
と
い
う
タ

イ
ミ
ン
グ
で
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
を
導
入
し
ま
し

た


　
た
だ

高
齢
の
社
員
も
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ


ト
フ

ン
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
り

導

入
当
初
は
﹁
操
作
が
面
倒
く
さ
い
﹂
と
い
う

声
や
﹁
余
計
な
仕
事
が
増
え
る
﹂
﹁
そ
れ
で

何
が
変
わ
る
の
﹂
と
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ

り

す
ぐ
に
全
社
展
開
す
る
方
向
に
は
い
き

ま
せ
ん
で
し
た


　
８
月
に
な
り

ア
ン
ド
パ

ド
の
担
当
者

に
来
て
も
ら
い

ス
マ

ト
フ

ン
を
操
作

し
て
簡
単
に
工
事
写
真
を
撮
影
す
る

電
子

小
黒
板
機
能
を
社
員
に
説
明
し
て
も
ら

た

こ
と
で
﹁
そ
ん
な
使
い
方
が
あ
る
の
か
﹂

﹁
自
分
で
も
使
え
る
の
で
は
な
い
か
﹂
と
有

効
性
が
理
解
さ
れ
た
と
思
い
ま
す

実
際
に

使
い
方
を
聞

く
こ
と
で
社

員
の
モ
チ
ベ


シ

ン
が

高
ま
り

そ

こ
か
ら
利
用

者
が
急
速
に

広
が
り
ま
し

た


　
私
も
初
め

て
使
う
ツ


ル
の
た
め


操
作
方
法
に

つ
い
て
担
当

者
に
質
問

し

チ



ト
な
ど
も
利

用
し
て
レ
ク

チ


し
て

も
ら
い
な
が

ら
使
い
方
を
覚
え
ま
し
た


■
自
動
振
り
分
け
機
能
で
報
告
書
作
成
を
大

幅
に
効
率
化

｜
｜
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
機
能
に

効
果
を
感
じ
ま
す
か

　
安
田
氏
　
電
子
小
黒
板
の
機
能
に
は
﹁
工

事
黒
板
の
作
成
﹂
﹁
報
告
書
の
作
成
﹂
﹁
現

場
の
情
報
共
有
﹂
の
３
つ
の
メ
リ

ト
を
感

じ
て
い
ま
す


　
手
書
き
の
黒
板
を
使

て
い
た
と
き
は


大
き
な
黒
板
を
現
場
の
中
へ
持
ち
運
び

書

い
て
は
消
し
て
を
繰
り
返
し
な
が
ら
撮
影
し

て
い
ま
し
た

雨
の
日
は
黒
板
が
濡
れ
て
チ



ク
が
の
ら
な
か

た
り

マ

カ

が

消
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

苦
労
し
て
利

用
し
て
い
ま
し
た


　
ア
ナ
ロ
グ
の
黒
板
を
電
子
化
す
る
と

工

事
写
真
に
黒
板
を
き
れ
い
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し

た
り

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
に
保
存
し
て
他
の
人

と
共
有
で
き
ま
す

新
築
工
事
は
あ
る
程
度

撮
影
す
る
内
容
が
決
ま

て
い
る
た
め

あ

ら
か
じ
め
黒
板
の
デ

タ
を
作
成
し
て
お
く

こ
と
で

ス
ム

ズ
に
現
場
で
利
用
で
き
ま

す

修
繕
工
事
で
も
撮
影
す
る
内
容
が
決
ま


て
い
れ
ば

事
前
に
黒
板
を
作
成
す
る
こ

と
で
効
率
的
に
撮
影
で
き
ま
す


　
撮
影
し
た
工
事
写
真
は

黒
板
ご
と
に
自

動
で
振
り
分
け
ら
れ
て
保
存
さ
れ
ま
す

以

前
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
工
事
写

真
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
む
際

そ
れ
が
何

の
目
的
で
撮
影
し
た
写
真
な
の
か
を
後
か
ら

思
い
出
す
の
に
手
間
取

て
し
ま
い

整
理

す
る
の
に
多
く
の
時
間
が
か
か

て
い
ま
し

た

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
の
中
で
事
前
に
フ

ル

ダ
分
け
し
て
お
け
ば

撮
影
し
た
写
真
が
自

動
的
に
振
り
分
け
ら
れ
る
た
め

写
真
整
理

の
時
間
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
す


　
報
告
書
の
作
成
で
は

撮
影
し
た
写
真
デ


タ
と
黒
板
の
情
報
を

用
意
さ
れ
て
い
る

報
告
書
テ
ン
プ
レ

ト
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
出
力
す
る

こ
と
が
で
き

わ
ざ
わ
ざ
手
作
業
の
文
字
入

力
や
写
真
レ
イ
ア
ウ
ト
を
す
る
必
要
が
な
く

な
る
た
め
大
幅
に
作
業
が
軽
減
さ
れ
ま
す


報
告
書
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も
工
事
写
真
を
掲
載

す
る
枚
数
を
２
枚
か
ら
６
枚
の
パ
タ

ン
か

ら
選
択
で
き

表
紙
を
つ
け
る
機
能
な
ど
を

フ
ル
活
用
す
る
こ
と
で
多
く
の
手
間
を
削
減

し
て
い
ま
す


■
デ

タ
作
成
の
担
当
者
を
配
置
し

利
用

率
１
０
０
％
へ

｜
｜
他
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ

ト
を
感

じ
て
い
ま
す
か

　
安
田
氏
　
現
場
で
は

施
工
の
最
新
情
報

を
現
場
の
メ
ン
バ

で
共
有
す
る
の
が
難
し

い
の
も
課
題
で
す
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
に
よ
り


紙
の
大
き
な
図
面
や
納
入
仕
様
書
な
ど
の
分

厚
い
資
料
を
電
子
化
し

ス
マ

ト
フ

ン

に
収
め
る
こ
と
で

職
人
さ
ん
を
含
め
た
案

件
メ
ン
バ

全
員
へ
の
情
報
共
有
が
進
み
ま

し
た

常
に
最
新
デ

タ
を
持
ち
歩
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り

図
面
の
変
更
な
ど

が
あ

て
も

口
頭
で
の
や
り
と
り
で
は
な

く
図
面
デ

タ
を
共
有
す
る
こ
と
で
理
解
が

深
ま
り
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く
な
り
ま
し
た


　
書
類
が
な
く
な
り

カ
バ
ン
が
軽
く
な
る

こ
と
も
電
子
化
の
メ
リ

ト
と
言
え
る
で
し


う

体
力
的
な
負
担
が
小
さ
く
な
る
と
し

て
現
場
の
担
当
者
に
大
変
好
評
で
す
ま
た


職
人
さ
ん
に
聞
か
れ
た
と
き
に
す
ぐ
に
必
要

な
資
料
を
出
せ
な
い
と

後
日
確
認
す
る
こ

と
に
な
り

施
工
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん

ス
マ

ト
フ

ン

で
資
料
を
共
有
す
る
こ
と
で
そ
う
し
た
ロ
ス

も
減
り
ま
し
た


　
ま
だ
使
い
切
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
ま

す
が

指
摘
し
た
個
所
を
職
人
さ
ん
に
撮
影

し
て
も
ら
う
こ
と
で

現
場
を
可
視
化
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

ス
マ

ト
フ

ン
な
ど

を
利
用
し
て
わ
れ
わ
れ
が
遠
隔
か
ら
確
認
で

き
る
た
め

施
工
の
手
戻
り
や
ミ
ス
が
軽
減

さ
れ
て
い
ま
す


　
利
用
効
率
を
高
め
る
た
め

黒
板
デ

タ

を
作
成
す
る
専
任
の
担
当
者
も
配
置
し
ま
し

た

現
場
担
当
者
の
業
務
は
重
い
た
め

黒

板
デ

タ
の
作
成
や
入
力
は
専
門
の
担
当
者

が
行
い

現
場
担
当
者
は
使
う
だ
け
の
状
態

に
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図

て
い
ま
す


作
成
し
た
黒
板
デ

タ
は
１
０
０
％
活
用
さ

れ
る
よ
う
に
な

て
い
ま
す

事
前
に
黒
板

デ

タ
を
準
備
す
る
こ
と
で

監
督
が
い
な

い
と
き
で
も
職
人
さ
ん
が
撮
影
を
代
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
す

こ
う
し
た
機
能
を
フ
ル
活

用
す
る
こ
と
で

特
に
報
告
書
の
作
成
業
務

に
お
い
て
は

１
回
当
た
り
８
時
間
か
か


て
い
た
も
の
が
１
時
間
で
完
了
で
き
る
よ
う

に
な
り

非
常
に
大
き
な
業
務
効
率
化
が
実

現
で
き
て
い
ま
す


■
社
員
へ
の
利
益
還
元
を
実
現

｜
｜
今
後

実
現
し
た
い
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い

　
安
田
氏
　
当
社
が
実
現
し
た
い
未
来
は


Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
な
ど
の
ツ

ル
を
利
用
し


コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
が
充
実
し
た
組
織
を

つ
く
り

仕
事
が
し
や
す
い
現
場
環
境
を
整

え
る
こ
と
で
す

そ
れ
に
よ
り

工
事
部
員

の
人
数
を
増
や
し

ス
ケ

ル
メ
リ

ト
に

よ
る
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
こ
と
で

社
員
へ

の
利
益
還
元
を
高
め
た
い
と
思
い
ま
す

幸

福
度
の
高
い
会
社

社
員
が
そ
う
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
企
業
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で

す


　
長
野
県
を
中
心
に
リ
フ


ム
工
事
な
ど

を
手
掛
け
る
石
井
瓦
工
業︵
長
野
県
千
曲
市
︶

は

業
態
に
応
じ
た
情
報
管
理
の
一
元
化
に

課
題
を
感
じ
て
い
た

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
を
導

入
し
た
こ
と
に
よ
り
経
営
数
値
の
見
え
る
化

に
成
功
し

新
規
商
談
や
粗
利
率
の
向
上
を

実
現
し
た

﹁
顧
客
情
報
の
管
理
が
属
人
化

し
て
い
る
状
況
で
は
会
社
と
し
て
今
後
の
成

長
を
見
込
め
な
い
﹂
と
危
機
感
を
抱
い
て
い

た
同
社
の
石
井
力
平
氏
に
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
と
業
務
改
善
の
成
果
を
聞
い
た


＊
　
　
　
　
＊

｜
｜
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
導
入
の
経
緯
に
つ

い
て

　
石
井
氏
　
私
は
大
学
卒
業
後
に
建
材
商
社

に
６
年
間
勤
務
し

主
に
輸
入
合
板
の
仕
入

・
販
売
を
手
掛
け
て
い
ま
し
た

そ
の
後


実
家
で
あ
る
石
井
瓦
工
業
に
入
社
し

工
務

店
や
建
設
会
社
を
対
象
に
屋
根
工
事

外
壁

工
事

太
陽
光
発
電
・
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
工

事
の
営
業
を
し
て
い
ま
す


　
当
社
は
新
築
住
宅
や
リ
フ


ム
に
お
け

る
瓦
工
事
の
会
社
と
し
て
私
の
伯
父
で
あ
り

現
社
長
の
石
井
治
郎
が
創
業
し

今
年
で


年
を
迎
え
ま
し
た

本
社
は
長
野
県
千
曲
市

に
位
置
し

工
務
店
や
建
設
会
社
へ
の
提
案

営
業
と


千
曲
市
を

中
心
に
長

野
市
や
上

田
市
一
帯

で
一
般
住

宅
の
外
装

を
中
心
と

し
た
リ
フ



ム
工

事
を
提
案

し
て
い
ま

す


　
会
社
全

体
の
売
り

上
げ
と
し

て
瓦
工
事

は

％
程

度
で

メ

イ
ン
は
軽

量
屋
根


板
金
屋

根

金
属

サ
イ
デ


ン
グ

太

陽
光
・
蓄

電
池
工
事

が
占
め
て

い
ま
す


　
業
務
に
お
い
て

当
社
は
元
請
け
と
し
て

一
般
の
お
客
様
向
け
に
営
業
を
す
る
部
門

と

建
設
会
社
や
工
務
店
向
け
の
法
人
営
業

を
行
う
２
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
お
り

販

売
管
理
に
つ
い
て
従
来
か
ら
使
用
し
て
い
る

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
と

フ
ラ
ン
チ

イ
ズ
に
加
盟

し
て
い
る
こ
と
か
ら

加
盟
元
の
企
業
が
提

供
す
る
シ
ス
テ
ム
も
使
用
し
て
い
ま
し
た


　
販
売
管
理
す
る
上
で

営
業
の
行
動
管
理

や
売
り
上
げ
の
管
理

原
価
の
管
理
に
つ
い

て
複
数
の
ツ

ル
へ
入
力
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た

そ
れ
ぞ
れ
入
力
す
る
ツ

ル
が
異

な
る
こ
と
で
精
度
や
管
理
方
法
に
も
差
が
生

じ
て
し
ま
い

社
内
の
横
断
的
な
評
価
や


ア
ク
シ

ン
プ
ラ
ン
を
立
て
ら
れ
な
い
こ
と

が
ネ

ク
で
し
た

ま
た

社
員
が
デ

タ

入
力
や
整
理
に
時
間
を
取
ら
れ

本
来
や
る

べ
き
業
務
に
集
中
で
き
て
い
な
か

た
こ
と

が
課
題
に
挙
げ
ら
れ
ま
す

売
上
の
実
績
管

理
に
つ
い
て
も

元
請
け
下
請
け
と
い

た

業
態
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
管
理
方
法
が
違
う
た

め
デ

タ
の
整
合
性
を
取
る
の
が
難
し
く


デ

タ
に
基
づ
い
た
正
し
い
経
営
判
断
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た


　
入
社
当
時
か
ら
業
務
効
率
の
向
上
を
図
る

た
め

販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た

そ
の
こ
ろ
に

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
の
引
合
粗
利
管
理
シ
ス
テ
ム

が
開
発
さ
れ
た
こ
と
で

現
在
の
状
況
を
改

善
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

お
話
を
聞
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た


■
導
入
へ
の
ハ

ド
ル
は
個
人
差

｜
｜
導
入
に
お
い
て
苦
労
さ
れ
た
点
は

　
石
井
氏
　
施
工
管
理
ソ
フ
ト
を
何
社
か
検

討
し
て
い
る
際
に

会
社
経
営
陣
か
ら

施

工
管
理
の
ク
ラ
ウ
ド
化

業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す
る
メ
リ

ト
に
つ
い
て
理
解
を

得
る
こ
と
に
苦
慮
し
ま
し
た

ま
た

社
内

か
ら
は
使
い
慣
れ
た
従
来
の
シ
ス
テ
ム
か
ら

ク
ラ
ウ
ド
サ

ビ
ス
に
よ
る
新
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
こ
と
で

業
務
量
が
増
加
す
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
の
声
も
上
が
り
ま

し
た

そ
れ
で
も
新
し
い
も
の
に
対
す
る
反

発
は
あ
る
程
度
存
在
す
る
も
の
だ
と
割
り
切

り

導
入
へ
と
踏
み
切
り
ま
し
た


　
協
力
会
社
に
は
安
全
大
会
の
場
に
お
い
て

周
知
し
ま
し
た
が

協
力
的
に
動
い
て
く
れ

た
と
思
い
ま
す

年
齢
関
係
な
く

ス
マ


ト
フ

ン
を
使
い
こ
な
し
て
簡
単
に
操
作
で

き
る
人
が
い
る
の
で

導
入
へ
の
ハ

ド
ル

は
個
人
差
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
感
じ

ま
し
た


■
営
業
プ
ロ
セ
ス
の
管
理
を
集
約

｜
｜
導
入
に
よ
る
メ
リ

ト
は

　
石
井
氏
　
一
番
大
き
い
の
は
顧
客
情
報
な

ど
を
重
複
し
て
入
力
し
な
く
て
済
む
よ
う
に

な

た
こ
と
で
す

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
の
引
合

粗
利
管
理
は

問
い
合
わ
せ
か
ら
引
き
合
い

で
起
き
た
案
件
に
対
し
て

顧
客
情
報
や
工

事
内
容
を
登
録
す
る
こ
と
で
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ

の
中
に
工
事
情
報
と
し
て
記
録
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
工
事
情
報
に
は
担
当
者
の
ほ
か


管
理
項
目
な
ど
を
新
た
に
付
帯
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す


　
同
時
に

過
去
に
作
成
し
た
見
積
も
り
を

参
照
し
な
が
ら
見
積
も
り
す
る
こ
と
が
可
能

に
な

た
の
で

情
報
の
属
人
化
が
避
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
加
え
て
見
積
書

の
な
か
に
実
行
予
算
と
い
う
項
目
が
あ
り


簡
単
に
予
算
書
を
作
成
で
き
る
だ
け
で
な

く

内
容
を
引

き
継
ぐ
こ
と
で

発
注
書
の
作
成

も
可
能
で
す


元
々
分
散
し
て

い
た
デ

タ
の

入
力
を
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｐ
Ａ
Ｄ
に
集
約

す
る
こ
と
に
よ


て
入
力
工
数

が
大
幅
に
削
減

し

社
員
が
本

来
や
る
べ
き
業

務
に
集
中
で
き

る
よ
う
に
な
り

ま
し
た


　
発
注
書
の
管

理
に
つ
い
て
も

こ
れ
ま
で
は
発

注
書
を
複
数
の

人
間
で
回
覧
し

て
チ


ク
し

て
い
ま
し
た
が

発
注
書
を
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ

の
な
か
で
入
力
す
れ
ば

す
べ
て
発
注
し
た

瞬
間
に
関
係
者
で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す


　
元
請
け
下
請
け
な
ど
受
注
し
た
工
事
の
業

態
に
応
じ
て
統
一
し
た
価
値
基
準
で
経
営
上

重
要
な
判
断
が
で
き
て
い
な
か

た
こ
と
に

対
し

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
を
導
入
し
た
こ
と
に

よ

て
全
社
の
評
価
を
均
等
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な

た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま

す

営
業
プ
ロ
セ
ス
の
管
理
を
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ

Ｄ
に
集
約
す
る
こ
と
で

人
的
リ
ソ

ス
を

状
況
に
合
わ
せ
て
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な

た
の
と

変
化
す
る
情
勢
に
対

し
て
デ

タ
を
有
効
活
用
す
る
部
分
が
Ａ
Ｎ

Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
引
合
粗
利
管
理
を
入
れ
た
メ
リ


ト
に
感
じ
ま
し
た


■
キ


シ

フ
ロ

を
見
え
る
化

｜
｜
そ
の
ほ
か
に
副
次
的
な
効
果
は
あ

り
ま
し
た
か

　
石
井
氏
　
書
類
棚
に
行

て
工
事
履
歴
を

確
認
す
る
と
い

た
手
間
を
な
く
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た

ま
た
見
積
も
り
作
成
に
つ
い

て
は
過
去
案
件
か
ら
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め

こ
れ
ま
で
瓦
職
人
だ

た
社
員
が

営
業
に
異
動
す
る
と
い

た
配
置
転
換
や
人

材
育
成
に
も
効
果
を
発
揮
し
ま
し
た

さ
ら

に

職
人
に
よ
る
精
算
書
の
作
成
や
図
面
な

ど
を
出
力
す
る
作
業
を
か
な
り
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
自
分
の
作
業
に
集
中
で
き

る
よ
う
に
な
り

作
業
時
間
の
有
効
活
用
が

で
き
る
よ
う
に
な

た
事
例
も
あ
り
ま
す


　
こ
れ
ら
に
よ
り

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
導
入
前

と
比
較
し
て
約
３
割
の
商
談
件
数
の
増
加


業
務
の
効
率
化
に
成
功
し
ま
し
た

選
択
と

集
中
と
い
う
と
こ
ろ
で
工
程
管
理

粗
利
管

理
の
ツ

ル
を
一
元
化
し
た
こ
と
で
無
駄
な

コ
ス
ト
を
省
く
こ
と
が
で
き
粗
利
率
が
２


改
善
し
ま
し
た


　
引
合
粗
利
管
理
の
中
に
ダ

シ

ボ

ド

と
い
う
機
能
が
あ
る
の
で
す
が

完
工
管
理

や
受
注
管
理
と
い
う
項
目
が
あ

て

営
業

ご
と
に
ど
う
い

た
案
件
を
抱
え
て
い
る
か

工
事
の
進
捗
状
況
を
各
月
に
絞

て
す
ぐ
に

見
ら
れ
る
状
態
に
な

て
い
ま
す
さ
ら
に


こ
れ
ま
で
営
業
が
作
成
し
て
い
た
毎
月
の
入

金
の
予
定
な
ど
も
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
に
集
約
し

た
こ
と
で
キ


シ

フ
ロ

の
見
え
る
化

を
実
現
し
ま
し
た


■
他
社
事
例
を
自
社
に
吸
収

｜
｜
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い

　
石
井
氏
　
現
在

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
施
工
管

理
と
引
合
粗
利
を
導
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が

ま
ず
は
現
場
の
方
で
引
合
粗
利

管
理
や
販
売
管
理
の
デ

タ
入
力
の
精
度
を

上
げ
て
い
き

最
終
的
に
は
経
営
戦
略
を
立

案
す
る
上
で
会
計
ク
ラ
ウ
ド
ソ
フ
ト
と
の
連

動
が
実
現
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思

て
い
ま

す

ま
た

元
請
け
リ
フ


ム
が
外
装
や

太
陽
光

蓄
電
池
工
事
に
特
化
し
た

事
業

と
な
る
よ
う
２
０
２
１
年
４
月
に
自
社
ブ
ラ

ン
ド
と
な
る
﹁
Ａ
ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
︵
ア
ス
マ
イ

ル
︶
﹂
を
ス
タ

ト
し
ま
し
た

新
た
な
ブ

ラ
ン
ド
の
成
長
と
共
に

一
元
化
し
た
社
内

の
施
工
管
理
・
販
売
管
理
デ

タ
を
会
社
の

財
産
と
い
う
意
識
で
積
み
上
げ
て
い
き
た
い

で
す

今
後
は

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
を
導
入
し

て
い
る
他
社
の
事
例
に
つ
い
て

自
分
た
ち

の
会
社
に
も
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
吸
収
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す


（５） （第三種郵便物認可）第２部 ２０２１年（令和３年）１２月１７日　（金曜日）



ＡＮＤＰＡＤアプリマーケット

業務特化型ツールと連携して課題解決

協力会社の日程調整、情報共有をワンストップで

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
ボ

ド

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
受
発
注工事原価をリアルタイムで見える化

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
施
工
管
理オールインワンでハイクオリティー機能

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
黒
板

自動整理機能で時間短縮

建設業界のプライマリーＣＤＥを目指す

非住宅領域へ広がるＡＮＤＰＡＤ
ＡＮＤＰＡＤの最前線

（６）（第三種郵便物認可） 第２部２０２１年（令和３年）１２月１７日　（金曜日）

　「ＡＮＤＰＡＤアプリマーケット」は、外部の業務
特化型ツールと、ＡＮＤＰＡＤを連携するプラットフ
ォームとなる。建設プロジェクトの営業、企画設計、
見積もり、契約、施工、コミュニケーション、経理・
会計、文書管理、経営管理などの、業務フローをＤＸ
するＡＮＤＰＡＤのベーシック機能が、ＡＰＩを通じ
て外部の専門ツールと連携し、さらなる利便性の向上
を実現する。
　これまでに「Salesforce」「Ｂｏｘ」「クラウドサ
イン」「Safie（セーフィー）」「マネーフォワード
　クラウド会計」「勘定奉行クラウド」などの連携が
完了しており、今後も連携先を拡大する方針だ。
　クラウド録画サービス「Safie（セーフィー）」と
の連携では、プロジェクトごとにカメラをひも付け、

ＡＮＤＰＡＤ上で、常時現場を遠隔で確認で
きるようにするとともに、必要な動画をピッ
クアップしてＡＮＤＰＡＤのフォルダにワン
クリックで保存する機能を開発した。
　またＢｏｘとＡＮＤＰＡＤで互いに管理す
るフォルダ間のファイル移動を可能にしてい
る。全社のコミュニケーションをＢｏｘで行
っている場合は、ＡＮＤＰＡＤから協力会社
にＩＤを配布すれば、ＡＮＤＰＡＤ経由でＢ
ｏｘに格納しているファイルを共有できる。
　クラウド会計との連携では、ＡＮＤＰＡＤ
引合粗利管理で作成したデータと連携する。例えば現
場の積算担当者が、引合粗利管理機能で作成した売り
上げや原価情報を、ダイレクトにクラウド会計上で利
用でき、経理担当者の二重入力を省き、正確な決算書
を作成する。
　電子契約では、クラウド契約サービス「クラウドサ

イン」と連携し、ＡＮＤＰＡＤで作成した契約書をク
ラウドサインに自動連携し、契約手続きを一元管理で
きる仕組みを構築した。
　今後も、他のベンダーとのアライアンスを広げ、単
一システムだけでは解決できない課題に対し、連携し
て取り組む仕組みを構築していく。

　
職
人
稼
働
管
理
・
差
配
シ
ス
テ
ム
﹁
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｐ
Ａ
Ｄ
ボ

ド
﹂
は

従
来
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ


ド
や
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
に
よ
る
ア
ナ
ロ
グ
な
管
理

に
代
わ
り

ク
ラ
ウ
ド
上
で
協
力
会
社
や
職
人

の
日
程
調
整
や
現
場
情
報
の
共
有

作
業
完
了

報
告
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト

プ
で
行
う
サ

ビ
ス

だ

移
動
中
や
遠
隔
地
で
も
ス
マ

ト
フ

ン

を
利
用
し
て
ス
ケ
ジ


ル
の
確
認
や
編
集
を

行
い
稼
働
管
理
や
工
事
発
注
を
効
率
化
す
る


　
稼
働
管
理
用
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ド
・
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｅ
Ｌ
を
ク
ラ
ウ
ド
で
管
理
す
る
こ
と
で

毎
朝

メ

ル

フ

ク
ス

紙

電
話
で
共
有
し
て

い
た
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ド
や
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
の
情
報

が
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
ボ

ド
に
ま
と
ま
る

手
配

担
当
者
に
属
人
化
し
て
い
た
職
人
の
稼
働
状
況

も
可
視
化
さ
れ
る
た
め

手
配
担
当
者
同
士
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
稼
働
情
報
を
共
有
で
き
る
よ

う
に
な
り

ス
ケ
ジ


ル
管
理
や
工
事
発
注

も
効
率
化
す

る

そ
の
結

果

施
工
外

注
費
の
削
減

に
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待

さ
れ
る


　
出
先
で
急

な
日
程
変
更

が
発
生
し
て

も
ス
マ

ト

フ

ン
か
ら

す
ぐ
に
Ａ
Ｎ

Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
で

確
認

編
集

し

即
座
に

対
応
で
き
る

カ
レ
ン
ダ

画
面
で
マ
ス
目
を

上
下
左
右
に
動
か
し
た
り

ド
ラ

グ
＆
ド
ロ


プ
し
て
簡
単
に
編
集
す
る


　
一
方
で


職
人
の
使
い
勝
手

も
追
求
し

て
い
る

ス
マ

ト
フ

ン
の
ホ

ム
画
面
に

明
日
の
予
定
や
週
間
予
定
を
表
示
し

ワ
ン
タ


プ
で
工
事
の
内
容
や
住
所

段
取
り
の
詳
し

い
情
報
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た

図
面
や

資
料
な
ど
を
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
ボ

ド
に
入
れ
る

こ
と
で
協
力
会
社
と
素
早
く
情
報
共
有
し

事

前
に
最
適
な
施
工
方
法
や
工
具
を
準
備
を
す
る

こ
と
で
品
質
の
高
い
施
工
に
つ
な
が
る
ま
た


作
業
報
告
書
を
ホ

ム
画
面
か
ら
写
真
付
き
で

作
成
し

そ
の
ま
ま
送
信
で
き
る
た
め

ア
プ

リ
の
操
作
だ
け
で
報
告
業
務
が
完
結
す
る


　
現
場
の
住
所
を
登
録
し
て
お
け
ば

ボ
タ
ン

１
つ
で
地
図
ア
プ
リ
を
起
動
さ
せ

現
場
に
訪

れ
る
人
に
経
路
検
索
し
た
地
図
情
報
を
提
供
す

る
機
能
も
搭
載
し
た


　
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
ボ

ド
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

は

工
事
情
報
や
作
業
指
示

写
真

資
料
の

や
り
と
り

完
了
報
告
な
ど
の
履
歴
が
す
べ
て

保
管
さ
れ
会
社
の
資
産
と
し
て
利
用
で
き
る


無
料
の
チ


ト
ア
プ
リ
で
は
探
し
づ
ら
か


た
過
去
に
や
り
と
り
し
た
情
報
も
簡
単
に
検
索

可
能
だ
例
え
ば
事
務
職
員
が
経
理
処
理
の
際


監
督
と
協
力
会
社
の
や
り
と
り
を
簡
単
に
確
認

で
き
る


　
柔
軟
な
権
限
設
定
機
能
も
備
え
管
理
者
は


営
業
所
な
ど
任
意
の
組
織
単
位
で
カ
レ
ン
ダ


の
表
示
を
切
り
替
え

現
場
の
稼
働
状
況
を
確

認
す
る

社
外
の
職
人
が
ス
ケ
ジ


ル
を
管

理
す
る
場
合
は

招
待
し
た
案
件
の
み
に
操
作

す
る
権
限
を
限
定
す
る
な
ど

ユ

ザ

一
人

ひ
と
り
の
閲
覧
・
編
集
権
限
を
自
由
に
設
定
で

き
る


　
﹁
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
受
発
注
﹂
は

建
設
業
の

受
発
注
プ
ロ
セ
ス
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
ツ


ル
と
な
る

工
事
原
価
な
ど
を
見
え
る
化
し


現
場
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
で

経
営
改
善

に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る

使
い
や
す

さ
に
こ
だ
わ

た
操
作
性
と
徹
底
し
た
導
入
サ

ポ

ト
で

協
力
業
者
・
職
人
は
も
ち
ろ
ん


普
段
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
を
使
わ
な
い
経
理
部
門
も

簡
単
に
利
用
可
能
だ


　
ア
ン
ド
パ

ド
社
が
７
月

日
｜
８
月

日

の
期
間
イ
ン
タ

ネ

ト
を
利
用
し
て
行


た
建
設
業
界
の
受
発
注
業
務
の
実
態
調
査
に
よ

る
と
発
注
方
法
の
１
位
が
フ

ク
ス
２
位
が

郵
送
３
位
が
メ

ル
と
な

た
発
注
請
書
の

回
収
方
法
で
は
１
位
が
郵
送
２
位
が
フ

ク

ス
３
位
が
メ


ル
と
な
り


フ

ク
ス
や
郵

送
な
ど
の
ア
ナ

ロ
グ
な
や
り
と

り
の
割
合
が
高

く
業
務
の
長

時
間
化
や
属
人

化
な
ど
の
課
題

が
浮
き
彫
り
と

な

て
い
た


　
例
え
ば

受

発
注
業
務
は
社

内
外
・
部
門
間

の
連
携
が
非
常

に
煩
雑
で

フ


ク
ス
や
郵
送

に
よ
る
タ
イ
ム

ラ
グ
が
起
き
や

す
い
の
が
課
題
だ

ま
た

口
頭
の
や
り
と
り

に
よ
る
認
識
の
ず
れ

発
送
漏
れ
や
紛
失
な
ど

で
確
認
が
何
度
も
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り


ミ
ス
や
手
戻
り
の
発
生
に
つ
な
が
り
や
す
い
状

況
に
あ
る

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
受
発
注
を
導
入
す

る
こ
と
で

ま
ず
は

す
べ
て
の
業
務
を
ク
ラ

ウ
ド
上
で
完
結
し

捺
印

フ


ク
ス

郵

送
な
ど
の
業
務
が
不
要
に
な
る

続
い
て
発
注

・
請
求
の
確
認
作
業
と
し
て

現
場
監
督

経

理
担
当

協
力
会
社
・
職
人
の
間
で
行
う
発
注

・
請
負
対
応
状
況

請
求
で
生
じ
る
確
認
の
た

め
の
工
数
を
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
だ


　
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
メ
リ

ト
は
現
場
の
業
務

改
善
に
と
ど
ま
ら
ず

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
工
事

原
価
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
で

協
力
会
社
の

工
賃

材
料
費

や
り
直
し
工
事
費

手
待
ち

・
手
戻
り
に
よ
る
追
加
費
用
な
ど
の
情
報
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
り

利
益
の
圧
迫
要
因
の

分
析
や
原
価
削
減
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
む
な

ど
経
営
改
善
に
生
か
し
や
す
く
な
る


　
ど
こ
で
も
ス
マ

ト
フ

ン
か
ら
確
認
・
編

集
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め

リ
モ


ト
で
の
管
理
も
可
能
だ

ク
ラ
ウ
ド
保
管
で
省

ス
ペ

ス
化
や
書
類
の
検
索
も
簡
単
に
行
う
こ

と
が
で
き

帳
票
管
理
コ
ス
ト
が
軽
減
す
る


　
電
子
契
約
に
必
要
な
建
設
業
法

電
子
署
名

法

電
子
帳
簿
保
存
法
の
要
件
を
満
た
し

国

土
交
通
省
の
グ
レ

ゾ

ン
解
消
制
度
で
適
法

性
が
確
認
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
た
め

法
令
順

守
に
対
応
す
る
負
荷
も
軽
減
す
る


　
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
受
発
注
を
導
入
し

経
理
ス

タ

フ
の
業
務
量
が

分
の
１
に
な

た
事
例

や

施
工
管
理
と
受
発
注
管
理
の
シ
ス
テ
ム
を

統
一
し

１
物
件
当
た
り
の
受
発
注
関
連
書
類

が
８
割
減
少
し
た
事
例
も
あ
り

業
務
効
率
化

に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る


　
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
は

写
真
・
資
料

チ



ト
・
報
告

工
程
表
な
ど

施
工
管
理
の
Ｄ
Ｘ

︵
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ


メ

シ

ン
︶

に
必
要
な
ベ

シ

ク
機
能
を
標
準
装
備
し


導
入
す
る
現
場
が
ビ
ル
デ

ン
グ
領
域
へ
と
着

実
に
広
が

て
い
る

そ
れ
ぞ
れ
の
ツ

ル
で

得
ら
れ
る
現
場
の
デ

タ
を
ク
ラ
ウ
ド
上
で
一

元
管
理
し

関
係
者
間
の
情
報
共
有
や
生
産
性

向
上
を
図
り
な
が
ら
建
設
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る


　
写
真
・
資
料
の
管
理
で
は

デ

タ
の
保
存

場
所
を
ク
ラ
ウ
ド
上
に
一
元
化
し
て
管
理
す
る

こ
と
で

何
度
も
メ

ル
に
デ

タ
を
添
付
し

て
送

た
り

資
料
を
ス
キ

ニ
ン
グ
し
て
フ


ク
ス
す
る
手
間
を
削
減
す
る
な
ど
ス
マ

ト

な
管
理
を
可
能
に
す
る
現
場
事
務
所
客
先


ど
こ
に
い
て
も
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
を
開
け
ば
最
新

デ

タ
を
閲
覧
で
き
る
た
め

遠
隔
か
ら
の
現

場
管
理
も
容

易
に
な
る


　
チ


ト

・
報
告
機
能

は
そ
れ
ま
で

の
電
話

メ


ル

フ


ク
ス
に
よ
る

情
報
伝
達
手

段
の
代
わ
り

に

チ



ト
を
利
用
し

て
関
係
者
全

員
に
情
報
を

一
括
送
信
す

る
な
ど

リ

ア
ル
タ
イ
ム

で
の
情
報
共
有
に
貢
献
す
る

作
業
日
報
や
Ｋ

Ｙ
活
動
な
ど
業
務
に
合
わ
せ
た
報
告
書
の
テ
ン

プ
レ

ト
も
作
成
し

協
力
会
社
が
現
場
で
撮

影
し
た
写
真
と
と
も
に
報
告
書
を
提
出
す
る
こ

と
で
元
請
け
と
の
情
報
共
有
を
迅
速
化
す
る


　
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
で
工
程
表
も
作
成
し

ク
ラ

ウ
ド
上
で
管
理
す
る

現
場
の
各
担
当
者
は


ク
ラ
ウ
ド
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
最
新
の
工
程
表

を
確
認
で
き
る
た
め

メ

ル
の
送
り
忘
れ
と

い

た
情
報
共
有
の
ミ
ス
防
止
に
つ
な
が
る


　
こ
れ
ら
の
ベ

シ

ク
機
能
に
加
え
検
査


図
面

電
子
小
黒
板

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
ボ

ド

な
ど
の
﹁
オ
プ
シ

ン
機
能
﹂
が
あ
り

必
要

な
機
能
を
選
択
し
て
活
用
し

オ

ル
イ
ン
ワ

ン
の
施
工
管
理
を
可
能
に
す
る

例
え
ば
検
査

機
能
は

ス
マ

ト
フ

ン
で
検
査
項
目
を
確

認
し

チ


ク
リ
ス
ト
に
沿

て
作
業
を
行

い

写
真
と
報
告
書
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
出
力
し

送

信
で
き
る

管
理
画
面
に
実
施
予
定
個
所
と
実

施
済
み
の
状
況
が
可
視
化
さ
れ
る
た
め

抜
け

漏
れ
防
止
に
役
立
つ


　
図
面
機
能
は
タ
ブ
レ

ト
端
末
な
ど
か
ら


図
面
や
資
料
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
指
摘
事
項
を
書
き
込

む
こ
と
が
で
き
る

書
き
込
ん
だ
資
料
は
Ａ
Ｎ

Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
上
に
保
存
さ
れ

ア
プ
リ
を
通
し
て

関
係
者
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
共
有
す
る


　
こ
れ
ら
の
機
能
が
業
務
に
定
着
す
る
よ
う


サ
ポ

ト
体
制
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
る


導
入
企
業
や
協
力
会
社
向
け
の
説
明
会
を
随
時

開
催
し
て
い
る
ほ
か

ユ

ザ

の
問
い
合
わ

せ
に
対
し

専
門
知
識
を
持

た
エ
キ
ス
パ


ト
が
迅
速
丁
寧
に
回
答
す
る
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
カ

ス
タ
マ

サ
ポ

ト
を
整
備
し
て
い
る

導
入

企
業
の
負
担
を
抑
え

万
全
の
サ
ポ

ト
体
制

で

伴
走

し

現
場
の
生
産
性
向
上
を
実
現

す
る


　
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
黒
板
は

電
子
小
黒
板
を
活

用
し
た
工
事
写
真
の
撮
影
と
台
帳
管
理
を
シ


ム
レ
ス
に
行
い

　

業
務
効
率
化
を
図
る
ツ


ル
だ

電
子
小
黒
板
テ
ン
プ
レ

ト
の
作
成


黒
板
付
写
真
の
撮
影

　

写
真
の
自
動
整
理


台
帳
作
成
の
一
連
の
業
務
に
ワ
ン
ス
ト

プ
で

対
応
す
る

ス
マ

ト
フ

ン
や
タ
ブ
レ

ト

端
末
が
１
台
あ
れ
ば
工
事
写
真
に
関
す
る
業
務

が
完
結
し

圧
倒
的
な
生
産
性
向
上
を
実
現
す

る


　
従
来
の
工
事
写
真
の
撮
影
は

現
場
内
で
大

き
な
黒
板
を
持
ち
歩
き

撮
影
の
た
び
に
何
度

も
書
き
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず

雨
が
降
る
と

チ


ク
が
消
え
る
な
ど
多
く
の
手
間
が
発
生

し
て
い
た

ま
た
黒
板
の
持
ち
手
と
映
し
手
に

分
か
れ
る
た
め

複
数
人
で
の
対
応
を
よ
ぎ
な

く
さ
れ
て
い
た

撮
影
し
た
大
量
の
写
真
の
整

理
も
膨
大
な
時
間
が
か
か
り

台
帳
を
作
成
す

る
負
担
も

大
き
い


こ
う
し
た

業
務
を
改

善
す
る
た

め

Ａ
Ｎ

Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ

黒
板
を
開

発
し
た


　
撮
影
で

使
用
す
る

の
は
ス
マ


ト
フ


ン
や
タ
ブ

レ

ト
だ

け
で

黒

板
や
チ


ク

工
事
用
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な

ど
は
不
要
に
な
る

工
事
写
真
に
写
し
込
む
電

子
小
黒
板
は
事
前
に
作
成
す
る
必
要
が
あ
る

が

テ
ン
プ
レ

ト
機
能
や
Ｃ
Ｓ
Ｖ
フ

イ
ル

を
使
用
し

数
百

数
千
種
類
の
黒
板
を
ワ
ン

ク
リ

ク
で
一
括
作
成
す
る

黒
板
の
項
目
や

色
や
文
字
サ
イ
ズ
も
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
使
用

で
き
る


　
撮
影
の
と
き
は

事
前
に
作
成
し
た
電
子
小

黒
板
を
映
し
込
む
た
め

一
人
で
撮
影
す
る
こ

と
が
可
能
だ


　
撮
影
し
た
工
事
写
真
は

黒
板
ご
と
に
自
動

的
に
分
類

整
理
さ
れ
る
ほ
か

現
場
の
メ
ン

バ

全
員
が
閲
覧
で
き

い
つ
ど
こ
で
誰
が
撮

影
し
た
の
か
を
示
す
デ

タ
履
歴
を
正
確
に
残

せ
る


　
分
類
し
た
写
真
を
出
力
し

工
事
写
真
台
帳

を
作
成
す
る

こ
の
際

　

報
告
書
の
レ
イ
ア

ウ
ト
を
写
真
２
枚

４
枚

６
枚
の
い
ず
れ
か

で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る

黒
板
に
記
載
し
た
情

報
も
ワ
ン
ク
リ

ク
で
報
告
書
の
メ
モ
欄
に
転

記
で
き
る
た
め

　

従
来
の
手
作
業
で
行
う
台

帳
作
成
に
比
べ

大
幅
な
時
間
短
縮
が
可
能
に

な
る


　
ま
た

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
黒
板
は

ｉ
Ｏ
Ｓ
と

Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
で
動
作
す
る
ス
マ

ト
フ


ン
や
タ
ブ
レ

ト
端
末
で
使
用
で
き
る
た
め


新
た
な
デ
バ
イ
ス
を
導
入
す
る
必
要
が
な
い
こ

と
か
ら
導
入
コ
ス
ト
も
抑
え
ら
れ
る


　
電
子
小
黒
板
機
能
は

国
土
交
通
省
の
新
技

術
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
︵
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
︶
に
登

録
さ
れ
て
い
る
ほ
か

施
工
管
理
ソ
フ
ト
ウ


ア
産
業
協
会
︵
Ｊ
｜
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
Ｉ
Ａ
︶
が
提
供

す
る
信
憑
性
確
認
︵
改
ざ
ん
検
知
機
能
︶
検
定

に
合
格
し

公
共
工
事
の
現
場
で
も
メ
リ

ト

を
発
揮
す
る


今井氏

　建設ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）が急速な進
化を遂げる中、次のステップを目指す鍵になるのが、建設プロ
ジェクト全体におけるデータ管理の標準的方法や、手順を示す
ＣＤＥ（共通データ環境）の構築だ。建設ＤＸを旗印に図面、
写真、工程の管理、ＢＩＭなどさまざまなツールやサービスが
続々と登場する中、ゼネコン、設計者、協力会社、発注者は個
別に生産性向上の最適解を探っており、それぞれのワークフロ
ーを円滑化するＣＤＥの重要性が高まっている。
　アンドパッド執行役員の今井亮介氏は「さまざまなステーク
ホルダーが建設ＤＸを進める中、企業間、組織間の業務情報の
共有、情報の粒度などを制限した共有を通じ、複数のプロダクト
を快適に使えるようにすることが新たな課題になっています。

例えば図面は設計者が作成し、上司や施主
との共有、承認を得て公開され、アーカイ
ブされていきますが、そうしたワークフロ
ーを提供する環境がＣＤＥです」と説明す
る。
　ＣＤＥはＩＳＯに定義されており、国内
プロジェクトでも導入が進みつつある。さ
らにＣＤＥが他のＣＤＥやＢＩＭ、ＩｏＴ
デバイスとつながって運用するインターオ
ペラビリティ（ＩＯ）という概念も登場している。
　アンドパッドは、ＣＤＥやＩＯを実現するため、▷コラボレ
ーション▷ワークフロー▷アライアンスの３つのコンセプ

トを挙げている。
　それらを体現する
ため、アプリマーケ
ットなど新機能の開
発を日々進めてい
る。
　ＡＮＤＰＡＤは、
写真や資料管理、チ
ャットや報告、工程
表などのベーシック
機能と、電子小黒板やボードなどのオプション機能、アプリマ
ーケットを通じて連携する外部アプリとの一元的な利用を実現
し、顧客の生産性向上を支援する。
　今井氏は「建設業界のプライマリーＣＤＥを目指し、ユーザー
のニーズに応えながら機能をスパイラルアップしていきたい」
と意気込む。

　
建
設
Ｄ
Ｘ
︵
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ


メ

シ

ン
︶
の
推
進
を
強
力
に
サ
ポ


ト
す
る
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｄ
は

契
約
企
業
数
が
３
８
０
０
社
を
超
え

２
０
２
１
年

度
の
利
用
企
業
数
が

万
社

ユ

ザ

数
が

万
人
と
な
り

従
来
の
住
宅
領
域

に
と
ど
ま
ら
ず

ビ
ル
デ

ン
グ
な
ど
の
非
住
宅
領
域
の
生
産
性
向
上
に
役
立
つ
ツ


ル
や
サ

ビ
ス
の
開
発
を
加
速
し
て
い
る

こ
こ
で
は

設
計
者

元
請
け

協

力
会
社

職
人
な
ど
非
住
宅
領
域
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
関
係
者
の
生
産
性
向
上
や
働
き

方
改
革
に
役
立
つ
最
新
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
紹
介
す
る



